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第  ４  日 

 

１．令和３年３月１５日午前１０時００分招集 

２．令和３年３月１５日午前１０時００分開会 

３．令和３年３月１５日午後 ６時２５分閉会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 和水町議会議場 

６．本日の応招議員は次のとおりである。（１２名） 

  １番 荒 木 宏 太     ２番 白 木   淳     ３番 齊 木 幸 男 

  ４番 坂 本 敏 彦     ５番 竹 下 周 三     ６番 髙 木 洋一郎 

  ７番 秋 丸 要 一     ８番 松 村 慶 次     ９番 庄 山 忠 文 

 １０番 池 田 龍之介    １１番 森   潤一郎    １２番 蒲 池 恭 一 

７．本日の不応招議員は次のとおりである。（０名） 

８．本日の出席議員は応招議員と同じである。 

９．本日の欠席議員は不応招議員と同じである。 

１０．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

  事 務 局 長   中 嶋 光 浩      書 記   西 原 利 沙 

１１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者は次のとおりである。 

  町 長   髙 巢 泰       副 町 長   松 尾 栄 喜 

  教 育 長   岡 本 貞 三      総 務 課 長   上 原 真 二 

  総合支所長兼農林振興課長   冨 下 健 次      会 計 管 理 者   泉   法 子 

  まちづくり推進課長   石 原 康 司      税務住民課長   髙 木 浩 昭 

  健康福祉課長   坂 口 圭 介      商工観光課長   大 山 和 説 

  建 設 課 長   中 嶋 啓 晴      住 民 課 長   有 働 和 明 

  農業委員会事務局長   松 尾   修      学校教育課長   下 津 隆 晴 

  社会教育課長   前 渕 康 彦      病院事務部長   池 上 圭 造 

  特 養 施 設 長   樋 口 幸 広       

１２．議事日程 

 日程第１ 議案第６号 和水町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第２ 議案第７号 和水町国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第３ 議案第８号 和水町介護保険条例の一部改正について 

 日程第４ 議案第９号 和水町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に 

            関する条例等の一部改正について 

 日程第５ 議案第10号 和水町学校教育施設整備基金条例の制定について 

 日程第６ 議案第11号 和水町学校給食共同調理場設置条例の一部改正について 
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 日程第７ 議案第12号 和水町金栗四三の生家施設の設置及び管理に関する条例の制定につい 

            て 

 日程第８ 議案第13号 和水町社会体育施設設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第14号 令和２年度 和水町一般会計補正予算（第11号)） 

 日程第10 議案第15号 令和２年度 和水町国民健康保険事業会計補正予算（第４号） 

 日程第11 議案第16号 令和２年度 和水町介護保険事業会計補正予算（第３号） 

 日程第12 議案第17号 令和２年度 和水町住宅用地造成事業会計補正予算（第２号） 

 日程第13 議案第18号 令和２年度 和水町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第14 議案第19号 令和２年度 和水町下水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第20号 令和２年度 和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算 

            （第３号） 

 日程第16 議案第21号 令和２年度 和水町病院事業会計補正予算（第５号） 

 日程第17 令和３年度 当初予算審査報告について 

 日程第18 議案第22号 令和３年度 和水町一般会計予算 

 日程第19 議案第23号 令和３年度 和水町国民健康保険事業会計予算 

 日程第20 議案第24号 令和３年度 和水町介護保険事業会計予算 

 日程第21 議案第25号 令和３年度 和水町特別養護老人ホーム事業会計予算 

 日程第22 議案第26号 令和３年度 和水町住宅用地造成事業会計予算 

 日程第23 議案第27号 令和３年度 和水町簡易水道事業会計予算 

 日程第24 議案第28号 令和３年度 和水町下水道事業会計予算 

 日程第25 議案第29号 令和３年度 和水町特定地域生活排水処理事業会計予算 

 日程第26 議案第30号 令和３年度 和水町春富財産区特別会計予算 

 日程第27 議案第31号 令和３年度 和水町後期高齢者医療事業会計予算 

 日程第28 議案第32号 令和３年度 和水町病院事業会計予算 

 日程第29 議案第33号 南関町･和水町火葬事務の委託に関する規約の廃止について 

 日程第30 議案第34号 和水町斎場条例の廃止について 

 日程第31 議案第35号 町道の路線認定について 

 日程第32 議案第36号 新町建設計画の変更について 

 日程第33 議案第37号 財産の処分について（旧神尾小学校･土地） 

 日程第34 議案第38号 財産の減額譲渡について（旧神尾小学校･建物等） 

 日程第35 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第36 同意第１号 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 日程第37 同意第２号 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 日程第38 同意第３号 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 日程第39 同意第４号 和水町農業委員の任命について 

 日程第40 同意第５号 和水町農業委員の任命について 
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 日程第41 同意第６号 和水町農業委員の任命について 

 日程第42 同意第７号 和水町農業委員の任命について 

 日程第43 同意第８号 和水町農業委員の任命について 

 日程第44 同意第９号 和水町農業委員の任命について 

 日程第45 同意第10号 和水町農業委員の任命について 

 日程第46 同意第12号 和水町農業委員の任命について 

 日程第47 同意第13号 和水町農業委員の任命について 

 日程第48 同意第14号 和水町農業委員の任命について 

 日程第49 同意第11号 和水町農業委員の任命について 

 日程第50 同意第15号 和水町教育委員会委員の任命について 

 日程第51 町立病院･特別養護老人ホーム検討特別委員会報告について 

 日程第52 発議第１号 和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の調査の 

            期限を変更する決議について 

 日程第53 発議第２号 和水町議会会議規則の一部改正について 

 日程第54 陳情等の委員会付託等について 

 日程第55 閉会中の継続審査について 

 日程第56 閉会中の継続調査について 

 日程第57 議員の派遣について 

 

開議 午前１０時００分 

○議長（蒲池恭一君） 起立願います。おはようございます。 

 （おはようございます。） 

 御着席ください。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 上程された議案に対する審議、採決となっております。 

 和水町立病院事業管理者、志垣信行君から１０日の会議の発言について、訂正したいとの申出

がありましたので、会議規則第６４条の規定により許可いたしました。 

 訂正はお手元に配付しましたとおりです。 

 

 日程第１ 議案第６号 和水町国民健康保険税条例の一部改正について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１、議案第６号「和水町国民健康保険税条例の一部改正について」

を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第６号「和水町国民健康保険税条例の一部改正について」は、原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 

 日程第２ 議案第７号 和水町国民健康保険条例の一部改正について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２、議案第７号「和水町国民健康保険条例の一部改正について」

を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第７号「和水町国民健康保険条例の一部改正について」は、原案のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 

 日程第３ 議案第８号 和水町介護保険条例の一部改正について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３、議案第８号「和水町介護保険条例の一部改正について」を議

題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第８号「和水町介護保険条例の一部改正について」は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 
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         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

 

 日程第４ 議案第９号 和水町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に

関する条例等の一部改正について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第４、議案第９号「和水町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営の基準に関する条例等の一部改正について」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番、池田です。 

 この案件についてですね、若干、町としての心構えというか、取組方についてですね、質問い

たしたいと思います。 

 ページ数３０の７ページですね、その中で（９）虐待の防止のための措置に関する事項という

ことで定めてありますけれども、 

○議長（蒲池恭一君） ちょっと池田議員すみません。分かった、ページ数。ページ数が37ペー

ジですか。 

○１０番（池田龍之介君） いやいや、３０の中の７ページ。 

○議長（蒲池恭一君） ３０の中の７ページですね、はい。 

○１０番（池田龍之介君） の（９）ですね。虐待の防止のための措置に関する事項というのを

定めてありますけれども、皆さん御承知のようにですね、新聞等であっておりました和水町にあ

る、これとは別体系の施設ではありますけれども、逮捕者も出ているような状況になっておりま

す。それで、１ページの中に指定地域密着型のサービス事業は、利用者の人権の擁護、虐待の防

止のため必要な体制の整備を行うとともに、その従事者に対して検証を実施する等の措置を講じ

なければならないということでうたってあります。町としては、該当施設については徹底した指

導を行われるものと思いますけれども、どのような指導の仕方をされるのか。お伺いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        健康福祉課長 坂口君 

○健康福祉課長（坂口圭介君） 池田議員の御質問にお答えいたします。 

 御指摘の逮捕者が出たというところは、この介護保険の施設ではございません。別の施設でご

ざいますが、それに関連してということで、どう指導するべきかというお尋ねだと思います。こ

の条例に上げております分はですね、町がしている事業所でございます。定期的なですね、施設

長あたりと、職員あたりとですね、話合いをしながらですね、このようなことがないような手だ

てはしていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑はありませんか。 

                        １０番 池田君 
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○１０番（池田龍之介君） 全国的にですね、施設内での虐待等についてはですね、いろいろな

報道がなされており、設置指定をする町としてはですね、やはり今、報道されているのは本当の

氷山の一角ではないかと、私は思うわけですね。だから、そういうことがですね、万が一にも起

こらないようなですね、指導体制をですね、町としてはとるべきじゃないかと、私は思うわけで

す。なぜかといいますと、そういったことで、もしニュースになるならですね、町のマイナスイ

メージにつながるわけですよね。だから、そこのところを気をつけながらですね、厳正なる指導

を行ってほしいと思います。よろしくお願いしときます。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        健康福祉課長 坂口君 
○健康福祉課長（坂口圭介君） 貴重な御意見ありがとうございます。今後、努力してまいりた

いと思います。よろしくお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） すみません。町長の気持ちをお聞かせください。 

○議長（蒲池恭一君） 町長の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） ただいま池田議員から御指摘のありました件、非常にこの報道等に出て

まいりまして、出てまいるということになれば、本人は元より、この町のイメージも非常に悪い

影響を与えるということになりますし、まずは、その人の人権を疎外するということになります

ので、そういうことのないようにですね、町としても関係部局対応、全力を挙げて対応してまい

りたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第９号「和水町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例

等の一部改正について」は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

 

 日程第５ 議案第１０号 和水町学校教育施設整備基金条例の制定について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５、議案第１０号「和水町学校教育施設整備基金条例の制定につ

いて」を議題といたします。 
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） ２番、白木です。 

 この議案第１０号のですね、第３条第２項のですね、基金に属する現金は必要に応じ最も確実

かつ有利な有価証券に変えることができるというふうになっておりますけども、今後、この有価

証券などに変える予定があるのか。また、それに伴ってですね、運用していこうとか、そういう

気持ちで書かれている条文なのか。そこをちょっと知りたいのでお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        学校教育課長 下津君 

○学校教育課長（下津隆晴君） 白木議員の御質問にお答えいたします。 

 一応、有価証券等に変える予定はございません。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑はありませんか。 

 質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１０号「和水町学校教育施設整備基金条例の制定について」は、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１０号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第６ 議案第１１号 和水町学校給食共同調理場設置条例の一部改正について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第６、議案第１１号「和水町学校給食共同調理場設置条例の一部改

正について」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 
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 議案第１１号「和水町学校給食共同調理場設置条例の一部改正について」は、原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１１号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第７ 議案第１２号 和水町金栗四三の生家施設の設置及び管理に関する条例の制定につ

いて 

○議長（蒲池恭一君） 日程第７、議案第１２号「和水町金栗四三の生家施設の設置及び管理に

関する条例の制定について」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１２号「和水町金栗四三の生家施設の設置及び管理に関する条例の制定について」は、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第８ 議案第１３号 和水町社会体育施設設置及び管理に関する条例の一部改正について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第８、議案第１３号「和水町社会体育施設設置及び管理に関する条

例の一部改正について」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１３号「和水町社会体育施設設置及び管理に関する条例の一部改正について」は、原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１３号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第９ 議案第１４号 令和２年度 和水町一般会計補正予算（第１１号） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第９、議案第１４号「令和２年度和水町一般会計補正予算（第１１

号）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 

○１０番（池田龍之介君） 重点ため池のことになるかと思いますけれども、農業のその整備事

業補助金。 

○議長（蒲池恭一君） 何ページですか。 

○１０番（池田龍之介君） １５ページですね。入りが６，３３５万円と出のほうが、２９ペー

ジで６，５００万円。 

○議長（蒲池恭一君） ちょっとマイクを上げてもらっていいですか。ちょっと聞こえづらいで

す。 

○１０番（池田龍之介君） 入りのほうが、１５ページの農林水産業費、県補助金の中で農業農

村整備事業補助金６，３３５万円、出のほうが、２９ページで土地改良事業費として、防災重点

ため池ハザードマップ作成業務委託補助金として６，５００万円とありますけれども、これはハ

ザードマップ作成事業ということになっておりますけれども、この重点ため池がですね、いろい

ろな災害で、今、壊れているところがあるかと思いますけれども、もし、そちらのほうで補修工

事をしたいというような意思がおありのときは、農業農済の負担金かな。負担金同様なのかどう

かをお聞きいたします。 

○議長（蒲池恭一君） ハザードマップのことじゃなくて、今、撤回していることの件で聞かれ

ているんですか。ちょっと池田議員、また聞いてください。申し訳ないですけど。 

 ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１４号「令和２年度和水町一般会計補正予算（第１１号）」は、原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 
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○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第１０ 議案第１５号 令和２年度 和水町国民健康保険事業会計補正予算（第４号） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１０、議案第１５号「令和２年度和水町国民健康保険事業会計補

正予算（第４号）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１５号「令和２年度和水町国民健康保険事業会計補正予算（第４号）」は、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１５号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第１１ 議案第１６号 令和２年度 和水町介護保険事業会計補正予算（第３号） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１１、議案第１６号「令和２年度和水町介護保険事業会計補正予

算（第３号）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１６号「令和２年度和水町介護保険事業会計補正予算（第３号）」は、原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第１２ 議案第１７号 令和２年度 和水町住宅用地造成事業会計補正予算（第２号） 
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○議長（蒲池恭一君） 日程第１２、議案第１７号「令和２年度和水町住宅用地造成事業会計補

正予算（第２号）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） このあれは藤田さくらタウンのことであると認識しておりますけれ

ども、収入、歳入のほうで財産収入が４，２１６万６，０００円減額されておりますけれども、

これは１９区画のうち売れ残った分の減額ではないかと思います。 

 それで、１９区画のうち２区画は昨年度問題が出たため、まだ販売のほうには至っていないと

思いますけれども、何区画売れているのかをお答えください。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいま池田議員の御質問にお答えします。 

 今、藤田さくらタウンにつきましては、今現在で１０区画が契約済みとなっております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） それでは、今、確か私が見に行ったときはですね、３戸ほど建築が

進んでいたと思いますけれども、これは売買契約締結後、久井原ニュータウンのときは５年以内

に家を建てるような条件項目があったと思いますけれども、このさくらタウンについては、どの

ような契約というか、そういった縛りを設けているのか、設けていないのか。お尋ねいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 しばらく休憩します。 

 

休憩 午前10時23分 

再開 午前10時25分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの池田議員の御質問にお答えします。 

 契約から建築のほうは２年以内としております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番池田です。 

 それでは、今、１０区画売買契約が終了しているということですけれども、この中で町外って
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いうか、県外の方が何名おられるのか。県内での町外の方が何名なのか。それと、町内在住者に

何区画売ったのか。教えてほしいと思いますけれども、もし町内の在住者の方にお売りになった

ならば、このさくらタウンを設立するときに、我々に説明してあった町外移住者、県外移住者を

目的として建設をいたしますということでありましたので、もし町内在住者の方に売買契約をさ

れていたら、我々に説明したとは全然違った方向に、この藤田さくらタウンが走っているんじゃ

ないかと危惧をいたしますので、その点、最高責任者として町長はどのようなお考えでこれを許

可されたのか。契約に至ったのかをお答えください。よろしくお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） まずは、今、購入された方々の町内・町外を含めての内訳。 

 そして、もしかして、それをそのようなことになっているんであれば、執行部として答弁を求

めます。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの池田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、町内・町外の内訳ですけど、町内のほうが４件と町外の方が６件となっております。 

 県外となりますと１件の方が県外で、残りは県内の町外の方というような内訳となっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） それと、それが私もちょっとすみません。 

 しばらく休憩します。 

 

休憩 午前10時28分 

再開 午前10時28分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの池田議員の御質問にお答えいたします。 

 町外限定というような縛りは、まず入れておりません。 

 一つは、町外の方へのＰＲ事業を行いますということで、予算のほう減額はしておりますが、

福岡等のチラシ等は作成するというような方向で販売のほうを重点的に行っていきました。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

 しばらく休憩します。 

 

休憩 午前10時29分 

再開 午前10時45分 
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○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） ただいま池田議員の御質問の件でございますが、今後、誤解が生じない

ようにですね、私どももしっかり対応してまいりたいと思いますので、御理解をいただきたいと

思います。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１７号「令和２年度和水町住宅用地造成事業会計補正予算（第２号）」は、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第１３ 議案第１８号 令和２年度 和水町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１３、議案第１８号「令和２年度和水町簡易水道事業会計補正予

算（第３号）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１８号「令和２年度和水町簡易水道事業会計補正予算（第３号）」は、原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１８号は原案のとおり可決されまし

た。 
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 日程第１４ 議案第１９号 令和２年度 和水町下水道事業会計補正予算（第３号） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１４、議案第１９号「令和２年度和水町下水道事業会計補正予算

（第３号）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第１９号「令和２年度和水町下水道事業会計補正予算（第３号）」は、原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第１５ 議案第２０号 令和２年度 和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第

３号） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１５、議案第２０号「令和２年度和水町特定地域生活排水処理事

業会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２０号「令和２年度和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第３号）」は、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２０号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第１６ 議案第２１号 令和２年度 和水町病院事業会計補正予算（第５号） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１６、議案第２１号「令和２年度和水町病院事業会計補正予算

（第５号）」を議題といたします。 
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２１号「令和２年度和水町病院事業会計補正予算（第５号）」は、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されまし

た。 

 しばらく休憩します。 

 

休憩 午前10時50分 

再開 午前10時59分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

 日程第１７ 令和３年度 当初予算審査報告について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１７、「令和３年度当初予算審査報告について」を議題といたし

ます。 

 各常任委員会において、慎重に審査がなされておりますので、各常任委員長に報告を求めます。 

 最初に、総務文教常任委員長から報告を求めます。 

                        総務文教常任委員長 池田君 

○総務文教常任委員長（池田龍之介君） 改めまして、こんにちは。 

 （こんにちは。） 

 総務文教常任委員長の池田であります。 

 それでは、総務文教常任委員会所管課である会計室、議会事務局、監査室、まちづくり推進課、

三加和総合支所住民課、学校教育課、社会教育課、税務住民課、総務課の順番で一般会計及び特

別事業会計の和水町国民健康保険事業会計、和水町後期高齢者医療事業会計、住宅用地造成事業

会計、春富財産区事業会計の令和３年度歳入歳出予算審査を総務文教常任委員６名中、森委員体

調不良で欠席の中５名で、去る３月１１日、午前９時、１２日、午前１０時半から二日間にわた

り、それぞれの所管課の課長を初め、担当者より予算書並びに説明資料に基づき、懇切丁寧なる

説明を受け、予算審査を実施いたしましたので、審査順ごとに和水町議会会議規則にのっとり、
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総務文教常任委員会を代表し、報告を申し上げます。 

 若干、長くなるかと思いますけれども、お付き合いのほど、よろしくお願い申し上げます。 

 まず、１１日に実施いたしました会計室から申し上げます。 

 来年度から従来のデータ送信方法が電話回線を使用していたファームバッキングからインター

ネットバッキングに移行し、手数料として支払っていた毎月８，０００円から５，０００円に削

減されるとの説明を受けました。また、資金運用について、肥後銀行３０億７，３１２万円、Ｊ

Ａたまな３３億４，６１８万円を定期積立、決済用にはＪＡたまなに１億７，７６１万円預け入

れ、それに資金運用面として大和証券熊本支店２億円、みずほ証券熊本支店８億円、野村証券株

式会社熊本支店２億円、ＳＭＢＣ日興証券熊本支店２億円、総額１４億円の株式運用をしている

との説明を受けました。 

 次に、まちづくり推進課について申し上げます。 

 歳入総額は６億４，５４０万７，０００円、対前年度比５億２，４５３万７，０００円の増額

で、要因としてふるさと応援寄附金の増額であり、６億円を見込んでいるとのことでありました。

分譲地の完売を目指し、住宅造成事業会計より３，３９８万２，０００円の繰入金を充当してい

るとの説明を受けたところであります。また、歳出総額７億６，８１７万５，０００円、対前年

度比４億６，７３７万７，０００円の増額、増額の要因としては、ふるさと応援寄附金の増額に

伴う費用の増額と定住促進事業に伴うものであると説明を受けたところであります。 

 地方路線バス維持補助金について、４月より７路線から玉名山鹿の下津原経由路線廃止になる

が、昨年度より増額になっているがという問うたところ、決算が１０月ということで減額につい

ては補正で行いたいと説明を受けたところであります。 

 新規事業であろう移住定住支援センター関連事業に問うたところ、現在、菊水ロマン館の県道

沿いのバス停の裏あたりに移住定住の問合せや、まちの様々な事業展開の説明ができ、和水町の

顔になるような案内所を兼ねた目立つ施設を設立したいけれども、まだ、町おこし協力隊員によ

る構想段階なので、詳細にわたり説明できかねますが、移動が可能なトレーラーハウス等の案も

出ているとのことであり、詳細計画ができ次第、全員協議会等において説明をしたいとのことで

ありましたので、大いに期待をしていると激励をしたところであります。 

 また、地方路線バス維持費、乗り合いタクシーでの経費が年々増加しているので、玉名山鹿の

定住圏自立構想協定に結んでいることから、将来的にはお互いに自由に往来できるような相乗り

タクシーの進化版的な交通システムの確立を目指し、積極的な協議を重ねるようにと、昨年同様

促したところであります。 

 引き続き、住宅用地造成事業会計について申し上げます。 

 歳入は４，１９７万８，０００円で、未契約分の住宅宅地売払い収入額をもって歳入の総額と

し、昨年土壌改良工事を施工した２区画については、地質調査を実施、万全を期し販売を行いた

いと。また、民地との境に古い排水路から新しい排水路の整備を行いたい。また、福岡都市圏で

の宣伝等を実施し、全区画の完売に向けた事業展開を図りたいとの説明を受けました。資料に基

づく説明が終わり、まちづくり推進課としてはふるさと納税事業と定住促進事業を中心として、
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各種事業に取り組み、まちの振興に向けた施策を展開したいとの思い等の説明を受けたところで

あります。 

 また最後に、平成３０年４月２５日施行の東日本大震災等に伴う合併市町村にかかる地方債の

特例に関する法律の一部を改正する法律により、被災地以外の市町村についても相次ぐ大規模災

害の発生等を踏まえ、合併特例債は合併年度及び、これに続く２０年度間発行可能となっておる

ので、新町建設計画、計画期間を５年間延長し、令和７年度とするとし、議決後、変更計画を公

表いたしますと、事前に説明を受けたところであります。 

 同様に、時限立法である現行の過疎法の期限が、本年３月末で切れることから、今国会に新過

疎法が議員立法として提出予定であり、菅総理の長男が努める東北新社の接待に端を発した件で、

国会の予算審議が停滞ぎみで、提出採択に至る期日が不透明感を帯びてきており、我がまちにと

っては是が非にも国会の審議が一刻も早く終わることを願うばかりであることを共通認識と捉え

たところであります。 

 次に、三加和総合支所住民課について申し上げます。 

 数年前より改善に取り組むようにと注意喚起を促していた水供給の件について、専用水道給水

ポンプ保守点検業務を実施し、供給総数量を把握し、業務改善に取り組む第一歩としたいとの説

明を受けました。先日、全員協議会において建設課より三、四年先をめどに簡易水道事業会計を

公会計に移行したいとの報告があっているので、それより以前に価格の統一を図っておかなけれ

ば、急激な価格の高騰を招くおそれがあるので、迅速に対応する改善に努めるようにと、今回も

換気を促したところであります。 

 また、車両管理上、小型免許では違反に当たる２トンダンプを所有しております、その運転手

の選定について、中型・大型免許取得者を限定されるようにと注意を促したところでもあります。 

 次に、春富財産区特別会計について申し上げます。 

 ここ近年の課題としていた財産区を解散し、まちの財産として管理することで、新役員さんで

ある委員さんのほうから、それぞれの区に持ち帰り解散のことを協議課題として協議を諮りたい

と返答をいただいていると説明がありました。解散に難色を示されていた方々も高齢化をし、跡

を継ぐ人たちから合併し、十数年を過ぎていることからも他地域と歩調を合わせることが肝要で

あるとの考えが芽生えたことに期待をいたしたいものであります。 

 次に、学校教育課について申し上げます。 

 歳入の総額は６５０万７，０００円となっており、主なものは日本スポーツ振興センター負担

金として２８万３，０００円、これは一人当たり４５５円で、小学生４２０人、中学生２０３人

を見込んでいるとの説明でありました。そのほか菊水小学校スクールバスの遠距離通学補助金と

して２００万円、奨学金貸与制度の貸付金の返還金２３１万円、廃校施設の電気代等の利用者負

担金として１１２万６，０００円等であり。 

 次に、歳出について説明に移り、教育総務費として１億３，８６９万５，０００円で、内訳と

しては、特別支援教育支援員や英語指導助手といった、まち雇用の会計年度任用職員にかかる経

費２，９３５万６，０００円、学校のＩＣＴ支援としてＧＩＧＡスクールサポーターの委託料２
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９０万４，０００円が新規として計上してあり、事務局費の１億３，０１０万９，０００円、そ

の他廃校の維持管理経費として６６７万円となっておるとの説明でありました。 

 次に、小学校費は前年度計上されていた教科書改訂に伴う経費がなくなり、９４０万９，００

０円の減額となり、総額として７，８３６万７，０００円。主なものとしては、スクールバス運

行委託料として三加和区域が２，１６７万２，０００円、菊水区域が２，３３７万３，０００円

等の学校管理経費が６，８３０万３，０００円とウエートを占めているとの説明であり。 

 次に、中学校費について、今年度が教科書改訂に当たり、前年度に比べ大きく増加しており、

主なものとして、学校管理費３，８７４万４，０００円、教育振興費１，６３７万８，０００円

の合計５，５１２万２，０００円であると説明を受け、最後に、学校共同調理場について菊水・

三加和それぞれの共同調理場の運営費として８，７９７万４，０００円の計上で、そのうち、人

件費が８割を占めているとの説明を受けたところであります。 

 最後に、今年度から本格的に導入されるＩＣＴ授業、視察及び菊水・三加和の学校給食の主食

を、コロナ禍が落ち着き次第、実施したいと申込みをいたしておきました。 

 また、心の相談員が配置してはあるが、相談員に相談にいけない子供もいるのではないか。そ

の対応としてタブレットが児童・生徒に一人一人に整備されるので、それを活用したいじめ等の

悩み事相談のパーツを導入したらどうか。バーコード管理に移行した図書のより一層の充実を図

られるように促したところであり、１１日における予算審査を終了いたしたところであります。 

 次に、１２日に実施いたしました社会教育課から申し上げます。 

 社会教育総務費として、地域と学校の共同した取組として放課後子ども教室、地域未来塾等の

事業費、各種社会教育団体への負担金及び補助金、人件費等で３，７２９万７，０００円、公民

館費として文集和水の発行経費１２２万円、三加和公民館の非常用電源設置工事費１１０万円、

高度ワイヤレス受信機等更新工事費３１８万４，０００円等で、総計の３，９６２万８，０００

円、文化財保護費として、田中城との関連が深い浦部陣跡の山城調査費４１４万２，０００円、

神尾城跡調査報告書作成費１１６万２，０００円等で、総額１，９８７万７，０００円、保健体

育総務費として、金栗四三生家の駐車場整備工事費３９３万４，０００円、生家修繕工事費１，

３７６万２，０００円、東京オリンピック聖火リレー関係に１５８万４，０００円等に、総額５，

８６８万２，０００円、体育施設費としてスポーツ施設の維持管理費の中長期的な経費削減対策

として、のり面用リモコン草刈り機等の管理機械導入費に５０３万３，０００円等で、総額の２，

９８０万９，０００円、文化財災害復旧費として江田船山古墳や塚坊主古墳の復旧調査費に２８

６万８，０００円、田中城跡災害復旧測量設計業務及び土質調査業務委託費に１，１６７万円等

に、総額１，５３３万６，０００円が、それぞれ計上してあり、社会教育課の予算総額は１億９，

５６２万９，０００円であり、前年度対比としては４１％になっているとの説明を受けたところ

であります。 

 地域未来塾の現状について問うたところ、３０人規模、週１回で実施しておるが、三加和が２

５名、菊水１５名の現状であるとのことでありました。 

 最後に、金栗生家に赴きトイレの視察、駐車場整備について現地において説明を受けたところ
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でありました。 

 次に、税務住民課について申し上げます。 

 一般会計、国民健康保険事業会計、後期高齢者医療事業会計の順に申し上げます。 

 最初に、一般会計について申し上げます。 

 歳入の自主財源の基礎となる町税の法人・個人分、前年対比３，９６２万１，０００円の減の

３億５７０万円、固定資産税も前年対比２，３６０万４，０００円の減の４億６０６万５，００

０円、軽自動車税は環境性能割りと合計し、前年比１１８万１，０００円増の５，１０３万７，

０００円、たばこ税は前年対比１０１万６，０００円減の５，０８８万９，０００円、入湯税は

前年対比４０万６，０００円減の２３８万５，０００円となっており、要因としては、コロナ禍

を見過ごした予算措置であるとの説明を受けたところであります。 

 マイナンバーカードの発行を国・県は７から８割の目標達成を呼びかけているが、我がまちの

状況はと問うたところ、人口９，６９１人に対し、令和３年３月末見通しで２７．４％の約２，

６００人超えであるとの説明を受けたところでもあります。 

 町民生活分の歳入としては、犬の登録、まち指定ごみ袋処理手数料等で９３５万４，０００円、

空家再生等推進事業補助金３２３万５，０００円に対し、歳出は空家実態調査業務委託料等に１，

９６０万円、ごみ収集運搬業務の委託料等に２億１，０７９万円、うち１億７，４３６万７，０

００円を有明広域行政組合への負担金として支出をしているとの説明を受けたところであります。 

 次に、国民健康保険事業会計の歳入歳出総額は１３億２，９２２万９，０００円であり、歳入

の主なものとしては、国民健康保険税の一般分、退職分の総額２億４，２６６万４，０００円で、

歳入の１８．３％を占めておる。収納率は９６．３％を見込んでいるとのことでありました。参

考までに申し上げますと、令和３年１月末現在の一般健康保険者数は２，４９７名、退職者被保

険者数はゼロ人となっております。 

 次に、保険給付費等交付金は、普通特別交付金総額で９億７，１９８万３，０００円となり、

歳入の７３．１％を占めており、一般会計からの繰入れは１億１，３７９万６，０００円であり、

歳入の８．６％を占めているとの説明でありました。被保険者が医療機関にかかった場合の保険

給付費のうち、医療諸費として７億９，６０６万３，０００円、高額医療費として１億３，０３

４万６，０００円、合わせて９億２，６４０万９，０００円であり、歳出の６９．７％、約７割

を占めているとの説明でありました。また、国保事業の制度改正に伴い、県への納付金として医

療給付費、後期高齢者支援金、介護給付金として県からの額に基づき、３億２，５２３万４，０

００円の支出であるとの説明を受けたところでもあります。特定検診検査の受診率の推移は、受

診率目標として掲げている６５％に対し、直近３か年では６７．５％、６６．８％、６６．３％

と目標数値を上回っていたところ、令和２年度の令和３年１月末の速報値は５９．７％と、目標

値を下回る見通しとなり、要因としては、このコロナ禍の影響で検診を控えられたのではないか

との推察をいたすところであります。 

 次に、後期高齢事業会計について申し上げます。 

 歳入歳出総額は１億８，４７５万３，０００円であり、歳入は、後期高齢者保険料特別・普通
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徴収は、合わせて１億８５３万９，０００円であり、歳入の５８．７％を占め、一般会計繰入金

は事務費繰入金、保険基盤安定繰入金の総額６，８０１万２，０００円であり、歳入の３６．

８％を占めており、保険料と合わせて９５．６％を歳入の中で占める割合になっているとの説明

でありました。 

 また、歳出は主なものとして、後期高齢者医療広域連合納付金として１億６，２１２万９，０

００円、これは被保険者から徴収した保険料を広域連合に負担金として支出するもので、歳出の

８７．８％を占め、令和２年度から実施している高齢者の保健事業と介護予防の一体的な取組を

している経費として６６５万１，０００円を予算計上しているとの説明を受けたところでありま

す。 

 最後に、総務課について申し上げます。 

 総務課においては、想定的なことになろうかと思いますので、御理解・御了承をいただきます

よう、重ねてお願いを申し上げます。 

 令和３年度一般会計当初予算は７３億７，６４２万円で、対前年度比６，１１４万６，０００

円増額、率にして０．８％の増となっており、歳入について町税、分担金、負担金、使用料、手

数料、繰入金、繰越金等の自主財源は６億６，２１６万１，０００円増で、主な要因は町税が約

６，３００万円、繰越金、約１億９，１００万円の減額の一方、ふるさと応援寄附金の大幅な伸

びを見込み、寄附金が約５億円、基金などからの繰入金が４億２，０００万円の増額となったた

めであり、特に、繰越金に当たっては、前年度に余剰金の処分によって減少した繰越金のみでは

財源確保ができないことから、財政調整基金から５億円、減債基金から１億５，０００万円、公

共施設整備基金から３，６２０万円を繰り入れているとの説明を受けたところであります。 

 基金からの繰入れに依存しない財政運営を望むところでありますけれども、地方交付税もいよ

いよ合併算定替え方式から一本算定方式となり、今後の財政運営においては、台所事情を十二分

に考慮いたさなくてはと思うところであるとともに、苦しい状況を執行部だけでなく、議会議員

としても共通認識を、と捉えるべきであると再認識をいたしたところであります。 

 町債は５億２，４５０万円で、対前年度対比５億１，６１０万円減額しております。これは、

前年度の総合グラウンド整備事業、せきすい斎苑改修に伴う負担金が収束したことによる減額で

あると説明を受けたところであります。 

 町債の内訳は、過疎債が２億５，５９０万円、道路整備や補助の整備のハード事業分が１億７，

０６０万円、子ども医療費助成や土木費助成等のソフト事業分が８，５３０万円となっており、

合併特例債は２路線の道路整備測量設計、単県事業負担金等に５，２２０万円、臨時財政対策債

が１億４，０００万円、また、災害関連では、令和２年７月豪雨に伴う災害復旧事業債が４，８

７０万円となっており、道路３６か所、河川１４か所の復旧にかかるものであり、その他緊急防

災・減災事業債に５５０万円、緊急自然災害防止対策事業債に１，１２０万円、緊急浚渫推進事

業債に１，０１０万円を計上しておりますとの説明を受けたところであります。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 人件費については、令和３年度の定年退職者が７名であることから、退職手当特別負担金、会
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計年度任用職員の期末手当や選挙、新型コロナ予防接種業務に当たる職員手当等を含め、総額で

約４，１００万円の増額となっているとの説明を受けました。 

 消防関係では、一部事務組合負担金に１億９，１６８万円、有明広域消防の特殊車両や施設の

更新等に伴い増加傾向にありますとの説明を受け、引き続き、公債費について元金・利子の合計

総額で１０億２，０００万円であり、対前年度比２，９００万円増となっており、これまでの学

校統合事業、学童施設、菊水共同調理場の建設を初め、前年度の総合グラウンド整備事業、せき

すい斎苑改修事業等、大型事業が続いたためであるとの説明を受けたところでもあります。 

 今後の事業で大規模な公共事業によって、公債費の増加が懸念されるので、執行部におかれて

は、起債による各種事業の縮減に努め、財政の健全化に取り組んでほしい。我々議会議員として

もチェック機能を十分に発揮し、車の両輪のごとく、財政の健全化に努めるべきであると強く思

ったところでもあります。 

 今後の予算編成においては、何を優先すべきか、弱者に寄り添った思いやりのある予算編成を

心がけてもらいたいものと強く思ったところでもあります。 

 所管課である各課とも事業計画と予算計上が適切になされていたことを報告し、これをもって、

総務文教常任委員会における令和３年度の当初予算審査報告といたします。 

 なお、最後に、緊縮財政の中、予算編成において大変な御苦労があったものと推しはかるのは、

私だけではなく、多くの議員が思われているものと推察いたすところであり、予算編成に携わっ

た課長ほか職員の方々の労をねぎらいたいと思います。 

 以上で、総務文教常任委員会委員長報告といたします。 

○議長（蒲池恭一君） これで、総務文教常任委員長の報告を終わります。 

 次に、厚生建設経済常任委員長の報告を求めます。 

                        厚生建設経済常任委員長 坂本君 

○厚生建設経済常任委員長（坂本敏彦君） 改めまして、こんにちは。 

 （こんにちは。） 

 厚生建設経済常任委員長の坂本敏彦でございます。 

 厚生建設経済常任委員会に付託されました令和３年度一般会計、特別会計、当初予算審査につ

いて、委員会を代表して御報告申し上げます。 

 本定例会において、厚生建設経済常任委員会に付託されました案件は、令和３年度一般会計当

初予算における健康福祉課、特別会計当初予算における介護保険事業、特別養護老人ホーム事業

会計、国民健康保険和水町立病院事業会計、一般会計当初予算における農業委員会、農林振興課、

商工観光課、建設課、特別会計当初予算における簡易水道事業会計、下水道事業会計、特定地域

生活排水処理事業会計について、令和３年３月１１日、１２日の二日間、厚生建設経済常任委員

６名と各会計関係職員同席の下、慎重に審査を行いました。 

 なお、御報告につきましては、抜粋して御報告申し上げます。 

 まず、一般会計の健康福祉課から御報告いたします。 

 民生費の国民健康保険事業会計繰出金、特別養護老人ホーム事業会計繰出金を除く、健康福祉
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課所管の令和３年度の予算は１４億３，０７５万円となっており、前年度と比較しまして２，３

８４万２，０００円の増額となっております。 

 衛生費の保健衛生費ですが、病院事業会計、簡易水道事業会計、特定生活排水処理事業会計の

各繰出金を除く、健康福祉課関係予算は２億２，４３３万７，０００円で、新型コロナウイルス

感染予防対策やワクチン接種体制に伴う１億３４６万円の増額となっております。 

 また、予防費におきましても、新型コロナウイルスワクチン接種に伴う予算が計上をされてい

ます。主なものといたしまして、集団接種業務委託として１，６８９万４，０００円、個別接種

業務委託といたしまして２，４５９万２，０００円、人材派遣業務委託１，２０７万５，０００

円など、ワクチン接種に必要となる総予算額８，１５２万１，０００円の予算が計上されていま

す。 

 特別会計である介護保険事業会計当初予算は、前年度より２８４万５，０００円減額の１４億

７，５５７万３，０００円となっております。令和３年度から始まる第８期高齢者福祉計画、介

護保険事業計画並びに介護保険料の見直し作業が、令和２年度に実施をされ、介護保険料の基準

額は、第７期と同額の月額５，８００円となっております。 

 健康福祉課につきましては、令和３年度新型コロナウイルスワクチン接種に伴う新規事業が盛

り込まれており、ワクチン接種に対し、十分な配慮をして対応していただくようにお願いをいた

しました。 

 次に、特別養護老人ホームの審査報告をいたします。 

 令和３年度から介護保険第８期が開始され、歳入につきましては、報酬単価の改定が行われ、

全体では０．７％の増額の見込みですが、新型コロナウイルス感染症の長期化の影響を考慮され、

サービス収入で前年度と比較して３３６万円の減額の４億４，４６０万１，０００円となってお

ります。 

 減額の主な理由として、居宅介護サービスのサービス費収入の短期入所生活介護費収入で３６

０万円減額の１，０８０万円となっております。また、一般会計繰入金は、前年度と比較しまし

て３４８万９，０００円増加し、４，８８０万１，０００円となっております。また、歳出につ

きましては、特養と短期入所の一般管理費が前年比１３９万２，０００円減額の４億６，６２７

万４，０００円となっており、デイサービスのサービス事業費につきましては９２万９，０００

円増額の２，９０４万円となっております。また、一般管理費の歳出の中に、特養建設基本設計

業務委託料として４１８万円が計上をされております。 

 特別養護老人ホームきくすい荘は、今年６月で開設４９年と老朽化等の課題があり、早急に新

築による建て替えが必要であると、常任委員全員による意見の集約に至りました。 

 次に、和水町立病院事業会計の審査報告をいたします。 

 和水町病院事業会計について、収益的収入及び支出の予算額は、収入・支出それぞれ９億５，

４１３万４，０００円となり、前年比４，１８８万３，０００円の増額となっております。 

 新型コロナウイルスの長期化により減少した患者数の回復努力と、施設機器備品の計画的に充

実された予算編成となっておりました。 
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 また、和水町立病院は、公立病院としての役割をしっかりと担ってきていただいております。

今後につきましても、新型コロナウイルス感染症予防接種を初め、町民の生命を守るため、地域

医療に貢献していただきますよう、お願いをいたしました。 

 次に、農業委員会の審査報告をいたします。 

 主な歳入といたしまして、農業委員会補助金１７５万５，０００円、機構集積支援事業補助金

４１万８，０００円、農地利用最適化交付金１５６万８，０００円、農業者年金事務委託事業収

入３７万９，０００円となっております。 

 歳出の総額は２，６７５万４，０００円となっており、職員の人件費を除き、主な歳出は農業

委員１１名と推進委員１７名の委員報酬５６８万７，０００円、活動成果報酬１５６万８，００

０円、総会等の費用弁償、研修費等の旅費として１２３万３，０００円、農家台帳システム保守

委託料１０５万６，０００円、農家台帳システムサーバーリース料として７８万１，０００円、

各協議会の負担金として４０万４，０００円となっております。 

 なお、令和３年度につきましては、農業委員と推進委員が交代をされる時期となっております。

新しい農業委員と推進委員の方々に農地の集積、集約や遊休農地の解消、非農地化している農地

の判断努力をしていただかねばなりません。そのために基幹産業が農業である本町におきまして

は、事務量に対して職員数が少ないのではないかと、意見の集約に至っております。 

 次に、農林振興課の審査報告をいたします。 

 令和３年度農林振興課予算総額２億４，８４８万３，０００円となっております。林業振興費

として西山地区地滑り警報器観測保持業務委託料として１７１万５，０００円が計上をされてお

ります。人・農地問題解決加速化支援として、農業の高齢化や担い手不足により、実質化に向け

た今後の計画を実行すべく取り組む必要があり、地域の中心となる経営体の将来展望など、人・

農地プラン実施化を目指してあります。 

 また、次世代を担う農業者となることを思考するものに対し、就農直後に農業次世代人材投資

資金として、１年目から４年目が１５０万円、４年目と５年目が１２０万円を交付することによ

り、青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、令和３年度５名を目標と掲げてあります。 

 昨年７月の豪雨災害による災害対策が計上をされてありました。また、昨年度豪雨災害による

農地や水路等の早期の復旧が必要であるとの意見の集約に至りました。 

 次に、商工観光課の審査報告をいたします。 

 商工観光課の予算総額は、前年度より１，６０９万２，０００円減額の１億１，３９８万円と

なっております。 

 主な要因として、商工業振興費２，２２８万３，０００円につきましては、前年比６，００５

万８，０００円の減額となっております。毎年指定管理施設の修繕や備品などの更新を行ってあ

りますが、昨年度より修繕等の費用の減少したことによるものとなっております。 

 観光費４，７４３万５，０００円につきましては、前年度７３３万２，０００円の増額となっ

ており、要因につきましては、観光ＰＲポスターの更新、肥後民家村内の古民家の修繕工事、戦

国肥後国衆まつりのＰＲのための甲冑購入費用となっております。 
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 新型コロナウイルス感染症の中、前年度はほとんどのイベントが中止となり、現在も新型コロ

ナウイルス感染症が終息しない中、コロナ禍の中の新たな様式イベント開催が必要であるとの意

見の集約にいたっております。 

 最後に、建設課の審査報告をいたします。 

 建設課の一般会計令和３年度歳入歳出予算総額７億１，３６６万１，０００円となっておりま

す。 

 歳出の河川維持費１，７２５万円の中に、工事請負費の河川維持費伐採及び掘削等６００万円、

工事請負費河川の氾濫による浸水被害を防止するため、堆積した土砂の除去を行う事業１，１２

５万円が計上をされております。 

 また、昨年発生した７月の豪雨災害に伴う過年度工事として１億３，０１９万８，０００円が

計上をされております。豪雨災害により被害を受けた道路や河川の早い復旧が必要であると意見

の集約に至っております。 

 次に、特別会計の簡易水道事業会計につきましては、歳入歳出予算総額６，９７１万１，００

０円となっております。 

 下水道事業会計につきましては、歳入歳出予算総額８，１５０万４，０００円となっておりま

す。 

 特定排水処理事業会計歳入歳出予算総額１億２，６６５万２，０００円となっております。 

 以上、三つの特別会計につきましては、今後、経営の見える化を図り、健全な経営のため、企

業会計へと移行されるようになっております。 

 今後も健全な経営と町民にとって安心で安全な環境整備に努めていただくようお願いし、厚生

建設経済常任委員会に付託されました案件は、適切であると認めます。 

 また、年度末のお忙しい中、新型コロナウイルス感染症が終息しない中、対応していただいた

職員の皆様、それを支える職員の皆様に心中より感謝を申し上げ、以上で、令和３年度当初予算

審査報告を終わります。ありがとうございました。 

○議長（蒲池恭一君） これで、厚生建設経済常任委員長の報告を終わります。 

 以上で、「令和３年度当初予算審査報告について」を終わります。 

 しばらく休憩します。１時から再開します。 

 

休憩 午前11時51分 

再開 午後１時00分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

 日程第１８ 議案第２２号 令和３年度 和水町一般会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１８、議案第２２号「令和３年度和水町一般会計予算」を議題と

いたします。 
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番、池田です。 

 質問が３回に限定されておりますので、箇所数がですね、かなりありますけれども、よろしく

お願いいたします。 

 まず、第１点、これは予算の金額等々には関係ないんですけれども、昨年はですね、民生費、

社会福祉費の中の障がい者福祉費の中に、 

○議長（蒲池恭一君） 池田議員、ページ数をお願いします。 

○１０番（池田龍之介君） 出のほうで５７ページかな。入りか、出だろ。出のほうでですね、

５７ページ、款の４衛生費、項の保健衛生費、目の１保健衛生総務費の中の節の１報酬、説明の

中のですね、自殺対策連絡協議会委員３万４，０００円ですけれども、これは金額のことじゃな

くて、昨年は民生費、社会福祉費、障がい者福祉費の中の報酬で予算化されていたと思いますけ

れども、なぜ、今年度はこちらのほうに組み替えられたのか。その理由をお聞きしたいと思いま

す。 

 それと、ページ数、７１ページ、款の７商工費、項１商工費、目の商工総務費、１０の需用費

の中に食料費７万６，０００円ありますけれども、この中には説明資料を見ますと企業と懇談会

の中に幾らか含まれていたと思います。この会員、懇談会の会員数は幾つあるのか。そうすると、

我が町にある企業と捉えておられる割合に対しては幾らなのか。 

○議長（蒲池恭一君） 割合に対して、割合。 

○１０番（池田龍之介君） 割合。企業数法５０捉えとって、会員数が２０ならば５０分の２０

という意味ですよね。 

○議長（蒲池恭一君） 分かるね。 

○１０番（池田龍之介君） それとめくっていただいて、７２ページ、同じく１８、節の１８負

担金補助金及び交付金の中で、山鹿市定住自立圏負担金、圏域地場企業就労支援事業ということ

になっております３４万５，０００円、どのような活動をされているのか。 

 それと、その下、目の２商工業振興費、その中の旅費の中に２万９，０００円ですけれども、

説明資料を見ますと九州道の駅連絡会となっておるみたいですけれども、どなたが出席され、今

まで研修で得た知識等がありましたら、お聞かせいただきたい。 

 それと、７３ページ、３の観光費、１１の役務費、その中でその他手数料３万６，０００円、

これは肥後民家村内にあるタイムカプセル、多分、熊本県民文化祭において、玉名新玉地域で一

番最終日に肥後民家村が会場を担って、そこにタイムカプセルとしていろいろなものが埋められ

ている。それを開封するための予算ではないかと思いますけれども、３万６，０００円ぐらいで

どれくらいの規模でされようと思っているのか。何をされようと思っているのか。ただ開封作業

だけなのかですね。 

 それと、１ページめくってもらって、７５ページ、１８の負担金補助金及び交付金、その中に
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グリーンツーリズム研究会補助金３０万円、メンバーはどういう方々がおられるのかですね。 

 それと、もう１ページめくってもらって、ページ数、７７ページ、２の道路新設改良費、その

中で委託料、測量設計業務委託料４，８２０万円、これは昨年に比べると４，２９０万円多くな

っているけれども、設計の数、委託する数はどれくらいあるのか。 

 それと、その下の１４工事請負費６，９００万円、どこの工事をされるのか。 

 同じく１６公有財産購入費１，０４０万６，０００円、土地を購入されるのは、多分、道路改

良に伴う土地の購入だろうと思いますけれども、どこをどれだけお買いになられるのか。 

 それと下、２１番、補償金２７３万４，０００円、何の補償なのか。 

 それと、１ページ開けてもらって、７８ページ、道路新設改良費、その中の１４工事請負費２

億３，８００万円、予定はどこをどうされようとしているのか。 

 同じく、その下の土地購入費１２７万２，０００円、これはどこの分なのか。 

 それと、その下の橋梁維持費、橋梁定期点検業務委託は前年よりも減っておりますね。それと

橋梁補修測量設計、箇所数は何か所で１，１００万円なのか。それと、町内の橋梁数はどれだけ

あって、進捗状況はどのようになっているのか。１４番の工事請負費、どこの橋梁補修工事なの

か。 

 以上、それをお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁の前に、５７ページからいきましょうか、順番にいいです

か。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        健康福祉課長 坂口君 

○健康福祉課長（坂口圭介君） 池田議員の御質問にお答えいたします。 

 ５７ページの保健衛生費の保健衛生総務費に自殺対策等が組み込まれたが、いかがなものかと

いうところなんですけれども、確かに、令和２年度までは障がい福祉費のほうで組ませていただ

いておりましたが、精神保健福祉の観点から、こちらの保健衛生総務費で組むべきだというとこ

ろの決断がありまして組替えしております。よろしくお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） ７１ページの食料費のところかな。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        商工観光課長 大山君 
○商工観光課長（大山和説君） 池田議員の質問にお答えをいたします。 

 まず、商工費のほうの食料費のほうですね。こちらは、企業と懇話会のほうでの監事会のお茶

代であったり、それから懇親会時の一部費用負担を行っているものでございます。 

 それから、道の駅関係の研修費に関してですが、こちらのほうは昨年度初めて予算を計上しま

して、すみません。今年度ですね。初めて予算計上しましたが、コロナ禍の中での開催ができて

おりませんので、出席はいたしておりません。 

 タイムカプセルの部分ですが、すみません。タイムカプセル関係ですが、池田議員が申された

とおり、以前ありました県民文化祭関係ですね、あちらのほうでタイムカプセルを埋めておりま
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すので、そちらを、まず掘り起こすという部分での手数料を計上いたしているところでございま

す。 

 細かい内容につきましてはですね、今からまた検討をしていくところでございますが、当時９

０名前後の方々のタイムカプセルを埋めているよというふうな状況でございます。 

 それから、グリーンツーリズム関係の名簿ですが、手漉き和紙の保存会であったり、金栗里娘

さんですね。それから、観光協会、三加和温泉郷組合、ふるさとガイドさん、それからロマン館

であったり、交流センター、緑彩館ですね。そういったところと一緒にですね、連携を取って実

施をしていくところでございます。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君）              まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの池田議員の御質問にお答えいたします。 

 今、商工観光のほうから回答がありましたが、企業懇話会について、まちづくり推進課のほう

で事務局をもっております。総務のほうでも御説明したとおり、全部で２６の団体が、今、入っ

ております。ここは製造業に限って募集をかけておりますので、製造業が新しく入れば、お声か

けをしている状況で、割合のほうまでというのは、ちょっと全体的な割合は出してはおりません。 

 今、食料費につきまして、今、商工観光課長のほうからあったように、お茶代と、その懇親会

費等で一部を組んでおります。 

 また、山鹿の定住自立圏のほうの負担金として組んでいる分につきましては、一昨年に企業の

ガイドブックのほうを作成いたしました。山鹿市と合同で、その分を新たに、今回、第２弾とし

てガイドブックのほうを作成をしますので、山鹿市のほうと合同で企業のガイドブックを作成す

るということで、その負担金として２３０万円の１５％が和水町の負担ということで計上してお

ります。 

 一応、以上です。 

○議長（蒲池恭一君）              建設課長 中嶋君 

○建設課長（中嶋啓晴君） ただいまの池田議員の御質問にお答えします。 

 まず、７７ページです。１２番委託料、測量設計業務委託料、こちらのほうが中路２号線、江

田四つ角の改良に伴う測量設計となります。それと栗崎線、それと牧野蜻浦線、この３か所の測

量設計を行う予定としております。 

 続きまして、１４番の工事請負費６，９００万円、こちらの道路改良工事ですけれども、浦部

１号線、寺山線、この２路線を行います。予定としましては、１６番の公有財産購入費、土地購

入費も浦部１号線、寺山線の土地購入、それと用地補償のほうも補償費が電柱移転等でですね、

補償費が発生しているのもあります。２７３万４，０００円はそういったものを支出予定として

おります。 

 続きまして、７８ページです。 

 道路新設改良費の１４番、工事請負費２億３，８００万円、こちらの工事、道路改良工事です

けれども、江田高野線、こちらのほうが予定としましては４契約を予定しております。それと岩
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線、中岩地区の道路改良工事を行う予定です。 

 同じく土地購入費１２７万９，０００円、補償費９１２万円、こちらのほうも伐採の補償費と

電柱移転。こういったものを支出予定としております。 

 続きまして、委託料の橋梁点検業務委託料１，３００万円、こちらのほうが町内で、まちの橋

が１７５橋あります。５年に一回ですね、サイクルを回してですね、点検をしてまいっていると

ころです。そういったものを点検業務委託。 

 あと、橋梁補修測量設計業務委託料１，１００万円。 

○議長（蒲池恭一君） 今年は何か所すっと。今年は何か所すっと。今年は何か所すっと、そこ

は。 

○建設課長（中嶋啓晴君） ３３橋。 

○議長（蒲池恭一君） ３３か所ね。 

○建設課長（中嶋啓晴君） 今年は行います。 

 それと橋梁補修測量設計業務委託料１，１００万円ですけれども、こちらのほうは桃の木橋と

津留下橋、こういったものをですね、補修測量設計委託料を支出します。橋梁撤去業務設計委託

料５００万円ですけれども、こちらのほうが点検でレベル４となってですね、非常に危険、石組

みの石橋となります。こちらのほうが江田高野線の近くにあります古閑橋という橋がありますけ

れども、そちらのほうの江田高野線の玉名山鹿線とですね、合流するＴ字路、今、工事測量を行

っていますけれども、そちらで通らなくても済むような形、この改良を行うことで通らなくてい

いようなところをですね、撤去を行う予定としております。 

 続きまして、１４番の３００万円の橋梁補修工事、こちらのほうが予定としましては笠石橋と

迫丸橋と平々橋、この３橋のですね、補修工事を行う予定としております。 

 以上で、終わります。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） それではですね、建設課、建設課長にお尋ねいたします。 

 ７８ページのですね、節で１４工事請負費で江田高野線、それと岩線ということでしたけれど

も、この江田高野線はもう今年度で終わりなのか。それともまだ継続的な事業があるのか。岩線

は単年度で終わる、全部終わるのかどうかですね。 

 それと、その下の橋梁維持費で、橋梁撤去設計業務委託料で古閑橋ということで言われました

けれども、石橋、石橋といいますと、やっぱり文化財的なおもあいが出てくるんじゃないかと思

いますけれども、そちらのほうの業務というか、調査っていうのは社会教育課のほうと横断的な

話合いがなされているのかどうか。そのことをお願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        建設課長 中嶋君 

○建設課長（中嶋啓晴君） ただいまの池田議員の御質問にお答えいたします。 

 江田高野線は、予定ではですね、今年度、来年度、令和３年度でですね、完了するように目指
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しておりましたけれども、どうしても災害復旧のほうを優先させていただきたいという形でです

ね、令和４年度でですね、開通を目指して頑張っていきたいというふうに思っております。 

 続きまして、岩線ですけれども、岩線のほうが、こちらの工事は中岩地区の工事になります。

中岩地区はですね、令和３年度で完了させてですね、その後、上岩地区の工事のほうに移りたい

というふうに思っております。 

 続きまして、橋梁の撤去設計業務委託料の古閑橋ですけれども、こちらのほうが来年度ですね、

その調査撤去に伴う調査測量、そういったものを行いますので、来年度しようというふうに思っ

ております。今のところですね、文化財のほうとですね、協議をしていないところでということ

になります。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） これで３回目になりますけれども、ぜひですね、もし石橋で文化財

的な価値があるようであればですね、撤去するんじゃなくて、保存していくほうがいいんじゃな

いかなと思います。それはなぜかといいますと、各地やはり石橋についてはですね、文化財的な

価値がある橋は残されております。うちのですね、もう強いていうならあれですけれども、久米

野ニシヨリの裏の久米野のやつは残されておりますよね。ぴしゃっと昔のままの保存で、内田地

区のやつが補修をかけてあるわけですよね。あの補修ではですね、ちょっと文化財的な価値はも

う薄れてくるんじゃないかなと、私は思うわけですね。もし、その文化財的な価値がある石橋で

あればですね、そのままの状態というか、崩れないような補修はしなければならないかと思いま

すけれども、そういった価値がある橋はですね、やはり過去の人たちの苦労して創られた橋とい

うことでですね、やはり残すべきじゃないかなと、私は思いますので、その点、来年度から協議

は始めたいということでしたのでですね、ぜひ横断的な協議をされてですね、結論を出していた

だきたいと思いますので、その点、よろしくお願いしときます。 

 それと、商工観光課で予算計上はしてあるけれども、実際、まちづくり推進課というのはです

ね、おかしいですよ。予算組む以上は、やはり主管課が予算を組むべきだろうと思います。よそ

の課に余計な、余計っていうと、語弊がありますけれども、余裕がある予算を使って事業をする

というんじゃなくてですね、やはり主管課で予算化して事業は展開すべきだろうと、私は思いま

すので、今後そのようなことがですね、ないような予算編成をお願いしたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        建設課長 中嶋君 

○建設課長（中嶋啓晴君） ただいまの池田議員の御質問にお答えします。 

 古閑橋につきましては、私がちょっと見たんですけれども、橋のちょうど中央にですね、欄干

が石で組んであります。どうしてもそこの部分がですね、洪水時あたりにですね、危険というふ

うな感じでもありますけれども、移設、例えば展示とかで、そういったことができるならばです
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ね、やっていきたいというふうに思っているところです。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君）              総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） 予算編成の件ですけれども、御意見を踏まえ検討したいと思います。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） ７番、秋丸です。 

 令和３年度の保育料、 

○議長（蒲池恭一君） ページ数をお願いします。ページ数。 

○７番（秋丸要一君） 入りは、ページ、１３ページ、負担金ですね、児童福祉負担金ですね。

出がですね、５５ページ、３の民生費の保育園、保育園費ですね。これで一応、数字は出ており

ますが、収支の差というのは幾らぐらいになっているかということと。 

 そのうちのですね、県や国の補助はどれぐらいあるか。そうしますと、残りの差額は一般会計

より出されていると思いますが、それはどれくらいになるか。まず、御答弁お願いします。 

○議長（蒲池恭一君） しばらく休憩します。 
 

休憩 午後１時26分 

再開 午後１時27分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        健康福祉課長 坂口君 

○健康福祉課長（坂口圭介君） 秋丸議員の御質問にお答えします。 

 まず、歳入の１３ページですね、保育料保護者負担金５５４万１，０００円、これは神尾保育

園のみならず、町内の保育園の保育料となります。 

 ５５ページの保育園費につきましては、この経費は神尾保育園のみの経費となります。御承知

のとおりです。予算のほうが７，９７０万４，０００円となっております。それに伴う運営費の

国・県の補助でございますが、まず、国のほうで、１６ページの子供のための教育保育給付費１

億１，３５６万９，０００円、それと県のほうが１８ページの同じですね、子供のための教育保

育給付費県負担金となります５，６７８万５，０００円となります。すみません。神尾保育園だ

けの、その差引き必要経費というか、差額については、申し訳ございませんが、ちょっと計算し

ておりません。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 
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○７番（秋丸要一君） 前もですね、何か一般質問で、私言ったときに出せないと、分からない

という回答がございましたが、これって、しかし、普通運営上、その補助金がどこにあてられる

かというのは分かるべきなことだと、私は思います。分からんというとが、何か不思議でたまり

ませんが、そういうことと。 

 人件費ですね、保育園の人件費、これは一般の民間と比べて高いのか、安いのか。その辺のと

ころもちょっとお聞きします。 

 それと、例えば、今、特養とかの繰入金というのが３，５００万円とか、４，０００万円とか、

そういう金額になっておりますけども、保育園のほうはですね、多分、多分ですよ。この倍ぐら

いかかっているんじゃないかなというふうに推測しますが、その辺のところはどうでしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） 人件費が高いか、高くないか。そして、よかですか。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        総務課長 上原君 
○総務課長（上原真二君） 人件費の件で回答いたします。 

 結論から申し上げますと、民間のそういう調査をしたことはございませんので、なかなか比較

して、その結果については、ちょっと分かりません。 

 ただ、公務員ですので、人勧が毎年ございます。制度によって増減をしますし、給料表もきち

んと決められた、この地方公務員という立場の中でですね、運用をいたしております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君）              健康福祉課長 坂口君 

○健康福祉課長（坂口圭介君） ２点目の御質問でございます。 

 繰入金が幾らぐらいかかっているのかというところでございます。 

 歳出につきましては７，９００万円出ているというところでございますが、あとは神尾保育園

から頂いている、その保護者さんからの保育料、差引きでございます。それプラス交付税が措置

があるというところでありますので、過去も申し上げたとおりですね、ちょっと交付金、交付税

あたりの金額が、計算がしづらいもんですからお答えになるか、ならないと思いますけれども、

以上、そういう把握はしております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 
○７番（秋丸要一君） 最後の質問ですが、先ほど総務課長のほうから給料のことはちょっと言

われましたが、ぜひですね、民間との格差というのは、当然、調べてもらわなければならないの

ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、これだけのですね、繰入れをして、今、運営しているということですが、金額だけの

ことではないですけどもね。 

○議長（蒲池恭一君） 秋丸議員、すみません、繰入れという言葉は不適切ですね。繰入れして

いませんので。 
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○７番（秋丸要一君） 繰入れというか、それだけかかっているということでしょう。費用がか

かっているでしょう。 

○議長（蒲池恭一君） 繰入れじゃありませんので、繰入れという言葉は不適切ですよ。 

○７番（秋丸要一君） じゃあそれだけ保育園料が必要だということですよね、それでいいです

か。 

○議長（蒲池恭一君） はい、いいです。 

○７番（秋丸要一君） そうしますと、これよければ、民営化の方向というのは執行部で考えて

おられるか。その方向性については、どういうふうに思っておられるか。答弁をお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 保育園の民営化については、町長が答弁しましょうか。 

 町長の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 御承知のとおり、三加和地区には民間の保育園が２か所、町が運営して

いるのが１か所、３か所あるわけですけれども、現在までこの辺の統合についての協議・検討は、

まだ今のところやっておりません。おっしゃることは分かりますけれども、何らかの形でですね、

時期を見て対応をせなんのは事実かと思います。 

○議長（蒲池恭一君） ほかはよかったですね、よかったかな。 

 ほかに何か、よかったですね。ほかに質疑ありませんか。 

 質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２２号「令和３年度和水町一般会計予算」は、原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２２号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第１９ 議案第２３号 令和３年度 和水町国民健康保険事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１９、議案第２３号「令和３年度和水町国民健康保険事業会計予

算」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議長（蒲池恭一君） 質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 



- 185 - 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２３号「令和３年度和水町国民健康保険事業会計予算」は、原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２３号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２０ 議案第２４号 令和３年度 和水町介護保険事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２０、議案第２４号「令和３年度和水町介護保険事業会計予算」

を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        ７番 秋丸君 
○７番（秋丸要一君） ７番、秋丸です。 

 ページ数は１３ページです。の一番上ですね、介護予防生活支援サービス事業費ですね、その

節のですね、この見守り支援事業委託料１５０万円ですね。これは新規事業のことですが、その

新規事業がですね、必要になった背景、その内容と効果どういう見込みをしておられるかという

ことですね。 

 それと、算出金額の根拠、この点について御回答をお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        健康福祉課長 坂口君 

○健康福祉課長（坂口圭介君） 秋丸議員の御質問にお答えいたします。 

 見守り支援事業の委託料、新規事業でございますが、まず、事業のいきさつということでござ

います。これは、まず、御高齢になられました住民の方が安否確認でございますけれども、特に

独居でお住まいの方とかですね、そういう方たちを見守りを支援するというところで考えており

ます。いろんなその見守りの支援の仕方ありますが、今、考えている内容が移動販売いろいろあ

りますけれども、そういった事業所あたりにですね、投げかけをしまして、訪問販売していただ

くときに、若干様子をうかがって、いろんな御状態の確認をするというところの内容でございま

す。 

 予算につきましては、月、お１人当たりその見守りを５００円の３００ケースで考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） 費用対効果のところっていうとどうなるんかな。費用対効果、費用に対
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する効果はと言われていますんで、そこはどぎゃんふうに。 

○健康福祉課長（坂口圭介君） 費用対効果のその御説明に、ちょっとそぐわないかもしれませ

んが、これは介護保険事業会計の中で組み込まれる事業でございます。町負担は１２．５％とい

うことで、町の持ち出しは１５０万円ですので、全体事業はですね、１２．５％かけると、大体

１８万円程度で収まるということでございます。 

 これは、交付金事業にもあてられまして、こういった事業展開をいたしますと、強化事業の交

付金で少しお金がもらえるようになりますので、そこら辺では費用は補えるというところであり

まして、それにかつ高齢者の見守り支援が充実していくんじゃないかなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 
○７番（秋丸要一君） 今の答弁ありがとうございました。 

 しかしですね、私が思うには、これはさっき見守り支援とか、安否確認っておっしゃいました

よね。これは今、社会福祉協議会が弁当の宅配というか、月に一回やってますよね。あれも安否

確認やないんですか。 

 それと、あと重複していますよね。 

 それとですね、もう今、移動販売っていわれましたけども、移動販売だけじゃなくてですよ、

例えば、郵便配達さんも、牛乳配達さんも、新聞配達さんもおられますよね。ある意味では安否

確認にもなります。そこに特化したというのがですね、何かちょっと趣旨違うんじゃないかなと、

だって、商売でいって、その方がですよ、その移動販売の方がですよ、今、例えば、あれはそう

か。３００名っておっしゃったですよね。それは高齢者から割り出したということですよね。こ

この資料には２３０って書いてあったじゃなかですかね。２３０じゃなかった。 

○議長（蒲池恭一君） ２５０か。 

○７番（秋丸要一君） ２５０やったかな。ちょっとさっき違いますよね、３００とおっしゃっ

てね。その数も、ちょっと私もどうかなと思ってましたけども、その方が今、把握している２５

０人の方っていうのが、そこのお得意さんだったら、５００になったらまた倍払わなんごっなる

とやなかですか。それから言わせるとね。全部を網羅するわけやないから、何かその辺、私はで

すね、例えば移動販売はいいですよね。移動販売で買物弱者の人を助けるというのは、私は町と

しても政策的には絶対必要だと思います。その方たちが町の要請でというとあれですけども、行

ってもらって、弱者の救済というかな。そういう形になりますよね。そうしますと、でも、そこ

はやっぱり回ってるけども、もう赤字で、もうどうもいかんと。だけんもう回らんと、ならすま

んばってんが、行ってくださいというて支援するのは、私は理にかなっていると思うんですよね。

だから、そういう支援の仕方、ガソリン代でも、価格、値段は別ですよ。別として、何か燃料費、

ガソリン代かな。そういうのを支援するとか。そういう在り方だったら、私は趣旨には物すごく

賛成しますよ。 

 しかし、これはですね、例えば、民生委員さんもおって、区長さんもおっとですよ。安否確認
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とかぐらいだったら、その人たちにもできますよね。だから、これは趣旨に反してると、私は思

います。よかですか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        健康福祉課長 坂口君 

○健康福祉課長（坂口圭介君） 貴重な御意見ありがとうございます。 

 私どももこの事業は、移動販売だけで留まらず、幅を持たせたですね、これから先、事業展開

を努力していきたいと思っております。なるべく高齢者の方が限定的な方だけではなく、もうち

ょっと幅を持たせたですね、やり方で対応を、今後考えていきたいと思います。 

 まずは、これを起点にですね、事業展開していきたいと思っております。御理解をよろしくお

願いします。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２４号「令和３年度和水町介護保険事業会計予算」は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２１ 議案第２５号 令和３年度 和水町特別養護老人ホーム事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２１、議案第２５号「令和３年度和水町特別養護老人ホーム事業

会計予算」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番、池田です。 

 ページ数は、１４ページに、１５ページになりますけれども、以前、従業員の方っていうと、

職員、従業員じゃなくてですね、職員不足で募集をかけたとしても、なかなか募集に来られる方

がないと、だから派遣会社どうのこうのというようなお話があっていたと思います。 

 今年４名の方が職員で４名、任用採用で１名、合計４名が退職ということになっておりますけ

れども、補充する見込みはあるのかないのか。 

 それと、もしなかった場合、この減った人数で運営に支障を来さないのか、来すのか。それを
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はっきりお答えください。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        特養施設長 樋口君 

○特養施設長（樋口幸広君） 池田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の職員の補充を行うのかといった部分でございます。現在のところですね、執行

部のほうで方針案を御説明をしましたように、定数を１１０から８０という形の中で、定数を減

らす中で職員の正職でやっていくという計画が、考えがございますので、その中に沿った形でや

っていきたいというふうに、今のところ考えているところでございます。 

 それと、運営についての支障がないのかという部分でございます。確かにですね、昨年度から

ですね、職員の数が減っております。それに伴う中で、時間外手当等のですね、部分も大幅に伸

びているという形の中にはあってはおります。当然、配置基準３対１の中でやっております。 

 ただしですね、職員が減った部分については見守りの部分がどうしても薄くなってしまうとい

う部分がありますので、昨年ですね、６月の補正で人材派遣のほうを、予算を認めていただいて、

対応を行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） だから人材派遣ところから派遣を、今後もしていくということですか。

人員確保は何とか獲得しますって答えんと。 

○特養施設長（樋口幸広君） すみません。一応ですね、令和３年度のほうも人材派遣のほうの

予算を組ませていただいておりますので、その中で対応していきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） その人材派遣で確保できるわけですね、見込みがあるわけですね。

なぜ、それを聞くかと申しますとですね、先ほど、ベッド数を８０床に減らす、将来的な展望が

あるから、それに向けた人員配置どうのこうのということを言われましたけれども、今年度それ

が実現するかどうかも分からないわけですよ。来年度実現するかも分からない。再来年度実現す

るかも分からない。そういった状況の中でですね、人員確保がままならないんならば、今、何で

福祉関係の職員の方々が離職される方が多いかといいますと、待遇ですよ。待遇改善をしなけれ

ば、離職者は増えるだけ、私はそう思います。 

 それで、職員数が減になったままで運営を図っていくならですよ。ベッド数はそのまま、職員

にかかる負担というのは物すごく増えてくるわけですよ。そうなると、もううちのきくすい荘で

はもうきつうして、でけんばいって。離職者が出てくる可能性もあるわけですよ。そういったこ

とを何も考えず、ただ８０床に向けて体制を整えました。それは８０床になった後考えればいい

ことでしょう。今は１１０床あるわけでしょうが、１１０床をどう運営させていくかを考えなけ

れば、なら８０床に向けて職員、対応考えます。８０床にはこの４２人も多いわけでしょう。違

いますか。なら８０床に向けてしますからといって、依願退職勧告をしますか、どうですか。 
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○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        特養施設長 樋口君 

○特養施設長（樋口幸広君） 池田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の補充する見込みというかですね、あてはあるのかといった部分でございますけ

れども、まず、これにつきましてはですね、人材派遣というのは、今、昨年から行っておりまし

て、月に２名から４名という形の中で、要するに施設のほうと会社のほうとの中でのマッチング

がうまく合った場合に、派遣が行われるといった部分になりますので、今後ですね、この部分が

できるだけそこの中でマッチングでして、より一人でも多くですね、派遣などを通じる中で、対

応をやれるように努力していきたいというふうには考えてはおりますけれども、全てこちらのほ

うの思いどおりにいくという話にはならないのかなというふうに考えております。 

 それと、もう一点、職員の部分で８０床にする中において、職員が多い、今後そうなった場合

に多いのではないかといった御質問だったと思いますけれども、実際ですね、昨年の４月１日の

介護室、それでやった場合に、職員を仮に、定員を仮に８０床とした場合についてもですね、正

職だけではですね、人数が足らないというふうな状況になる見込みでございます。そこのところ

については、会計年度任用職員等を通じながらですね、対応をやっていきたいというふうに考え

ておるところでございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） 退職される職員の方が３名おられますよね。その方々によければ任

用制度の職員としてですね、残っていただきたいというようなお願い、依頼をされたのかどうか。 

 そして、もしまた任用ででもいいですよという方々がおられるのか、おられないのか。その点

をお答えください。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        特養施設長 樋口君 

○特養施設長（樋口幸広君） 令和３年度で定年退職する、 

○議長（蒲池恭一君） 令和２年度ね。 

○特養施設長（樋口幸広君） ２年どの部分、今３名って、 

○１０番（池田龍之介君） ３名だろだい。正職員は。 

○特養施設長（樋口幸広君） 今年度の令和２年度の。令和２年度に正職の介護士がですね、依

願退職しております。皆さんそれぞれですね、健康面、もしくは夜勤に自信がなくなったとか、

そういった部分のところでございます。 

 当然、私のところに相談があったときにですね、こちらとするならば、そこの部分については

できるだけ夜勤あたりの部分も、ちょっと一時的に減らしながらといった部分の御相談というか

ですね、そういう中をする中でできるだけ、こちらとするならば、職員を確保してやっていきた

いという思いの中でですね、対応をしてきたところでございます。 

○議長（蒲池恭一君） しかし、対応はしたけど。 
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○特養施設長（樋口幸広君） 対応はですね、しました。 

 ただですね、本人さんにですね、説明をして１か月、２か月ぐらい、そういう中で話合いをす

る中で、やりはしましたけれども、どうしてもですね、もう退職したいという、本人の意志がか

たい中で退職となったというところでございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

 ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２５号「令和３年度和水町特別養護老人ホーム事業会計予算」は、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２５号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２２ 議案第２６号 令和３年度 和水町住宅用地造成事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２２、議案第２６号「令和３年度和水町住宅用地造成事業会計予

算」を議題といたします。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

 質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２６号「令和３年度和水町住宅用地造成事業会計予算」は、原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２６号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２３ 議案第２７号 令和３年度 和水町簡易水道事業会計予算 
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○議長（蒲池恭一君） 日程第２３、議案第２７号「令和３年度和水町簡易水道事業会計予算」

を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番、池田です。 

 ページ数、３ページのですね、公会計適用事業、地方債の件ですけれども３５０万円組んであ

ります。先日の全協の中でのですね、説明で公会計に将来的、二、三年先をめどにですね、移り

たいということでありました。国のほうがそういった公会計に移りなさいというような方針が出

ているからですね、そういった会計に移るのはやむないのかなと思います。自分は移ったほうが

いいんじゃないかなと思うわけですね。それはなぜかといいますと、一般会計から繰入れ等々が

ありますけれども、それをなくすような形で公会計に独立生産性をとりなさいというような方針

だと思うわけですね。 

 それで、そうなった場合、まだそういったはっきりしたですね、計画はないかも分かりません

けれども、もし、公会計事業に移った後にですね、料金改定等は考え、当然、考えなければなら

ないと思うわけですね。結局、今、まだ残債があると思います。事業債等々の返還等の計画も立

てなければならないし、そうすると、一般会計からより少ない金額の繰入金を目指すという方向

性になろうかと思いますのでですね、そのときに、基本料金で考えるのか。それとも使用料のほ

うで考えるのか。それくらいは返答できますか。 

○議長（蒲池恭一君） 検討してるか、していないか。計画はあるかでいきましょうか。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        建設課長 中嶋君 

○建設課長（中嶋啓晴君） ただいまの池田議員の御質問にお答えします。 

 令和５年度にですね、公会計移行に目指して、今、資料作成をしているんですけれども、一応、

起債の状況なんですけども、今のところ令和１６年で起債の完了はするかと思います。 

 それと、料金のことなんですけれども、基本はですね、基本料、今のところ消費税１０％、９

月議会、令和元年度９月議会にですね、御承認してもらえた基本料１，７６０円、こういったも

のをですね、事業会計で勘案した場合ですね、参考にして考えいきたいと思いますけれども、具

体的にですね、どういうふうな形でもっていくという形にはですね、今後の計画で詳細に決めて

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） 今、町のほうからですね、水の供給をしているのは簡易水道が主で

すけれども、ほかにですね、住宅地の中で独自にやっているものもあるし、三加和方面では中林

水源から供給する代金を取られていると思います。数年前から統一したほうがいいだろうという

指摘をしながらですね、今年度、令和２年度から建設課を中心に会議が開かれているとお聞きし
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ましたので、ぜひですね、この公会計に移る前にですね、統一した価格を出しておいたほうが、

ギャップが物すごくあると思うわけですね。今の簡易水道から基本料金なり、使用料なり値上げ

をして調整するとすればですね、物すごく価格に幅がありますので、以前、使われていたものか

らすると、こぎゃん高うなっとっとだろうかと思われますから、そういったギャップをなくすた

めにはですね、一遍に上げるんじゃなくて、段階的に踏んで上げたほうがいいと、私は思うわけ

ですね。 

 それで、計画をされる場合も、今、独自でしている久井原、平野、それと藤田タウンと中林水

源のあと４か所あるかと思います。その加入戸数等も勘案した中でですね、当然、計画はなされ

るものと思いますけれども、ぜひですね、公会計に移る前に私は一回統一した価格で町民の方々

の雰囲気というか、そういったものをですね、探るためにもやはり公会計に移る前にしたほうが

いいんじゃないかなと思いますので、その点、検討をしていただくかどうかをですね、御返答く

ださい。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        建設課長 中嶋君 

○建設課長（中嶋啓晴君） ただいまの池田議員の御質問にお答えします。 

 今、各水道関係ですね、専用水道等があります。そういったものをですね、まず、中林水源な

んですけれども、そちらのほうがまだどれだけの水量をですね、出しているか。こういったもの

を、まず調査をしてですね、今後のですね、会議につなげていきたいと思います。料金のその集

約等がですね、どうしても出だしが専用水道からですね、集合水道、簡易水道、いろいろな出だ

しがありますので、そこがですね、なるべくできればいいんですけれども、今後のですね、そう

いった形のできればという形でですね、協議をしたいと思うんですけども、なかなか不透明な部

分がありますので、なかなかお答えができなくて、大変申し訳ないんですけども、今のところ、

今後ですね、水道あたりでですね、協議をするということだけはお約束いたします。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        総務課長 上原君 
○総務課長（上原真二君） 今、建設課長の回答にちょっと付け加えさせていただきますと、専

用水道があったり、その規模の大小、簡易水道ということです。 

 先ほど金額の統一というような回答があっておりますけれどもですね、今現在ちょっと考え方

はといいますかですね、供給原価、一定の同じ上水道で、どれだけの原価がかかるんだと。そう

いった観点からですね、整理をしていきたいと。どこどこの簡易水道は供給原価、一定の水をす

るのにこれだけかかっとると、だからこれだけなんですよと。 

 ですから、様々な水道の事業、形がございますけど、それを全く同じような金額にするという

ようなことは、結果的にはなるかもしれませんけれども、その前に、統一した考え方をきちっと

してですね、そういうことを統一していこうということで進めております。 

 以上です。 
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○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 
○７番（秋丸要一君） 公会計にですね、移行するということですが、今のこの決算はですよ、

決算じゃない。予算ですね、予算。一応、税込みの処理だと思いますけども、公会計になればで

すね、消費税のほうは、今ちょっと予算書見ましたら税金、消費税がかかる部分が、よりも払う

部分ですね、消費税を払う部分が多いと思います。そういうことで、ぜひですね、前も言いまし

たけども、消費税の支払いは払った分から、頂いた部分から払った分を差し引いた分を納めると

いうのが前提ですので、その辺のところはですね、ちゃんとやっていただきたいと思います。 

 この状況でいけば、戻ってきます、３０万円ぐらいと思います。そういうことで、もうほかに

も公会計になる場合はですね、そういうことを念頭に置いてもらって対処していただくならばと

思っております。よろしくお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） そういう御指摘ということでお受けしたいと思います。 

 ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２７号「令和３年度和水町簡易水道事業会計予算」は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２７号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２４ 議案第２８号 令和３年度 和水町下水道事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２４、議案第２８号「令和３年度和水町下水道事業会計予算」を

議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２８号「令和３年度和水町下水道事業会計予算」は、原案のとおり決定することに賛成
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の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２８号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２５ 議案第２９号 令和３年度 和水町特定地域生活排水処理事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２５、議案第２９号「令和３年度和水町特定地域生活排水処理事

業会計予算」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第２９号「令和３年度和水町特定地域生活排水処理事業会計予算」は、原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第２９号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２６ 議案第３０号 令和３年度 和水町春富財産区特別会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２６、議案第３０号「令和３年度和水町春富財産区特別会計予算」

を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３０号「令和３年度和水町春富財産区特別会計予算」は、原案のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されまし

た。 
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 日程第２７ 議案第３１号 令和３年度 和水町後期高齢者医療事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２７、議案第３１号「令和３年度和水町後期高齢者医療事業会計

予算」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３１号「令和３年度和水町後期高齢者医療事業会計予算」は、原案のとおり決定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３１号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２８ 議案第３２号 令和３年度 和水町病院事業会計予算 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２８、議案第３２号「令和３年度和水町病院事業会計予算」を議

題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３２号「令和３年度和水町病院事業会計予算」は、原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３２号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第２９ 議案第３３号 南関町・和水町火葬事務の委託に関する規約の廃止について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第２９、議案第３３号「南関町・和水町火葬事務の委託に関する規

約の廃止について」を議題といたします。 
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３３号「南関町・和水町火葬事務の委託に関する規約の廃止について」は、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３３号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第３０ 議案第３４号 和水町斎場条例の廃止について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３０、議案第３４号「和水町斎場条例の廃止について」を議題と

いたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３４号「和水町斎場条例の廃止について」は、原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３４号は原案のとおり可決されまし

た。 

 しばらく休憩します。 
 

休憩 午後２時15分 

再開 午後２時30分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

 日程第３１ 議案第３５号 町道の路線認定について 
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○議長（蒲池恭一君） 日程第３１、議案第３５号「町道の路線認定について」を議題といたし

ます。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３５号「町道の路線認定について」は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３５号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第３２ 議案第３６号 新町建設計画の変更について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３２、議案第３６号「新町建設計画の変更について」を議題とい

たします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ３番、齊木です。 

 議案書の５ページ、３交流人口のところをお伺いいたします。 

 変更後の文面です。３交流人口、現在、新町には金栗四三生翁家を初め、温泉施設、物産販売

施設などの観光施設という文面がずっと続いております。この中で温泉施設、物産販売施設は町

内のどのあたりを指しておるのかというのと。 

 その後半ですね、体験型学習のメニュー開発というのがありますが、ちょっと意味が分かりま

せんので、分かりやすくランナーを走って、ランナーの皆さんが来て体験学習するとか、何か具

体的なことで分かりやすく説明をお願いしたいと思うんですが。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの齊木議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、これは上程のときお伝えしたとおり、前提としましては平成１８年合併のときにつくり

ました新町の計画となります。だから、ここに書かれている文言、大まかなことに関しましては、

平成１８年、旧菊水町・旧三加和町が合併するときに作った新町の計画となりますので、大幅な

変更はいたしておりません。 

 その中で、この数字のところを変更しておりますが、これは今現在、今現在の昨年度の実績等
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を、各担当課に諮った数字で、一番近い数字のほうで、数字のほうは修正を入れております。 

 それから、今現在のその日帰り数とか、そういったところを全て数字のほうは打ち直しており

まして、大まかな方向性とかになりましたら、今現在作っておりますし、まちの総合計画戦略等

で記載しておりますので、これは冒頭、上程のときいいましたとおり、あくまでも合併特例債、

この期間が延長になったということで、大まかな文言は変えずに、今回、期間の延長ということ

で計画のほうを出しております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 質問よか。 

                        商工観光課長 大山君 
○商工観光課長（大山和説君） 齊木議員の質問にお答えいたします。 

 まず、先ほど質問がありました温泉施設はどのあたりなのかということでございましたが、三

加和温泉、それからロマン館のほうも温泉となっております。このあたりを温泉施設というふう

に呼んで、人口の、お客さんの集客に努めているというところでございます。 

 また、体験学習型はというふうに記載してありますが、これはグリーンツーリズムと申しまし

て、都市と農村の交流ですね、具体的にはカッポめしとか、それからコンニャクを作ったりとか

ですね、いろんな細かい地域の方々がやっていらっしゃる体験型という形で、メニューを作って

ですね、人口の、交流人口の増に努めていきたいというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ３番、齊木です。 

 御説明いただきました。第２の質問ですが、今、この温泉施設で三加和の温泉のことをおっし

ゃったと思うんですが、和水町の貴重な財産であります天然の三加和温泉のことだと思います。

この質問の前段で、これは今、説明があったとおりなんですが、この同じもので和水町まちづく

り総合計画があるというのを御説明いただきました。 

 そこで、ちょっと一つ疑問に思うんですが、次の議案第３７号、第３８号で神尾小学校の、い

わゆる売却が予定されていると思います。この神尾小学校が売却されたとすれば、この三加和温

泉、貴重な温泉に何らかの、私は影響があって、この目標交流人口は達成できなくなるんじゃな

いかなと、私は思いますが、執行部はどのようにお考えか。お答えは可能でしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） 難しいな。あそこは温泉じゃないんですよ、施設として。 

○３番（齊木幸男君） いや、温泉がありますけど、そこに神尾小学校が売却されたとして、一

般企業が開業をして、そこでお仕事を始められたとしたら、この 

○議長（蒲池恭一君） しばらく休憩します。 
 

休憩 午後２時37分 

再開 午後２時39分 
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○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ３番、齊木議員の質疑を許します。 

                        ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ３番、齊木です。 

 第２の質問を変えさせていただきます。 

 答弁がありましたとおり、この目標交流人口６６万人目指して、執行部は頑張っていただきた

いと要望しまして、終わります。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番、池田です。 

 １ページのですね、７ページ分の表紙、書いてある中でですね、林業振興ゾーンのことについ

てお伺いします。 

 旧の変更前には、良質な木材生産のための間伐や植林、林道の整備を進めますとなっておりま

す。新の変更するに当たって、新しいほうには良質な木材生産のための間伐や植林、路網、これ

は道路網の整備と、道路網と思いますけれども、路網の整備を進めますと。林道からこの路網に

変えられる意図っていうか、それは何なのか。お伺いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        農林振興課長 冨下君 

○農林振興課長（冨下健次君） 池田議員の御質問にお答えいたします。 

 変更前で林道だった分が、変更後路網になっておるのはなぜかというふうなことだったと思い

ます。 

 林道という言葉を使いますと、もう間伐作業道であったり、集材路というような形の部分が拾

えない部分もございます。その今、言いました間伐作業道であったり、路網であったり、林道で

あったりということを全部含めたところで路網という言葉で、今回修正をかけているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） 言葉をですね、短くするといいもんじゃなくて、これは路網って、

読めば分かりますけれどですね、道路網というようなはっきりした名称でですね、示したほうが

いいんじゃないかな思います。 

 それと、これは私の受取方がそうなっているんで仕方ないと思いますけれども、旧三加和、旧

菊水においてですね、林道に認定してある道路というのは、認定の仕方がですね、全然違うんじ

ゃないかなと思うわけですね。だから、これは、この件には関係あまりないんですけれどもです

ね、将来的にその林道の認定というか、そういったやつをですね、統一した考えの下にですね、
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路線変更するべきはしたほうがいいんじゃないかなと思いますので、そこのところも検討方、よ

ろしくお願いしときます。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        農林振興課長 冨下君 

○農林振興課長（冨下健次君） 路網という二言葉で入れておりますので、今、議員御指摘のよ

うな形で、先ほど申しました仮に間伐等だったり、集材路だったり、林道だったりというような

ことで表現するよう、今後ちょっとその辺は努めてまいりたいと思います。 

 あと、林道についての認定の採択いうのもありますし、合併前に菊水地区のほうに３路線ござ

います。それに似合う路線のほうが、今現在、ほかにございませんので、その辺も含まれたとこ

ろで、今後その辺をちょっと精査したいと思います。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３６号「新町建設計画の変更について」は、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３６号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第３３ 議案第３７号 財産の処分について（旧神尾小学校・土地） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３３、議案第３７号「財産の処分について（旧神尾小学校・土

地）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        １番 荒木君 

○１番（荒木宏太君） １番、荒木です。 

 それでは、１番目、議案第３７号「財産の処分について（旧神尾小学校・土地）」について質

疑をいたします。 

 まず初めに、住民合意形成、コンセンサスは非常に重要なことであると考えますが、住民合意

形成のためにある方が、住民、周辺住民の方をですね、相手先の工場見学の提案をされたという

ことをお聞きしました。それを町長は聞いて了承されたとお聞きしましたが、結果、その実現は

できましたでしょうか。答弁をお願いいたします。 
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○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） やっておりません。いつどういう形でお聞きになったか、ちょっと分か

りませんけれども。 

○議長（蒲池恭一君） 聞いていないということですか、今の。 

○町長（髙巢泰 君） はい、そうです。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １番 荒木君 
○１番（荒木宏太君） 直接ですね、町長のほうとお話をされて、その地域住民の方を連れてい

くというのをですね、了承をされたというふうに、私はお聞きしたんですけれども、これをもし

町長が忘れられているとすればですね、非常に私は残念だと思います。これは住民の方の意思を、

これは尊重するべきでありですね、周辺、特に周辺住民の方に対しての配慮はなかったかなとい

うふうに思います。 

 それと、もう２番目の質疑に入りたいと思います。 

 和水町の奨励条例っていうのがございますけれども、第３条の適用控除に今回のその会社です

ね、は認定する予定なのでしょうか。もし適用するならばですね、第４条の不均一課税の内容は

１０分の１になるのでしょうか。 

 それから、第５条の便宜の供与という項目がございます。町長は、適用控除を新設し、または

増設するものに対しては工場用地、住宅用地、労務等のあっせん並びに工業用水、道路等の施設

並びにこれらの関連施設の整備、その他の便宜共用を行うよう努めるものとするとありますが、

今回の工場用地の周りのフェンスや社宅、水害を防ぐためのものなど、防音の対策など、金銭的

に幾らぐらいですね、何に計画されていますでしょうか。答弁をお願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。大丈夫ですか。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの荒木議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、企業の振興補助金の件ですけど、この件につきましては、企業が実際に進出されまして、

県の立地化等との内容で、この新設のとき、増設の場合の適用の条件に合致すれば、当然、まち

のほうが不均一課税とかの手続に入ります。 

 しかしながら、まだ正式な届出、もしくは、そういった概要が分かっておりませんので、今の

ところ、こういう制度がありますよというお知らせ程度で終わっておるところです。 

○議長（蒲池恭一君） 第４条均一課税かね。の１０分の１。 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 不均一課税、一緒です。正式な申請等がありましてから、

そこに入っていくということで、今のところは、その会社の概要等がまだはっきりしておりませ

んので、これに該当する、しないというのは判断ができない状況です。 

○議長（蒲池恭一君） ５条、５条は便宜の供与か何か。 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 基本的には、まだ何もそこに至っておりませんので、今
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からそういった申請もしくは、それがあったときに全てのことに関して、検討を開始するという

つもりでおります。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １番 荒木君 
○１番（荒木宏太君） １番、荒木です。 

 今、お聞きしたのは、今、この売却の金額からですね、結局、その５条の便宜の供与というと

ころで、差し引かれる金額があるんじゃないかなと、まだそのあたりは計画が分からないといい

ますか、まだ答えが出ておりませんが。 

 あと、それと不均一課税の控除、適用も可能性が高いということで認識でよろしいですかね。 

 それと、今回、まちづくり推進課のほうで企業誘致の支援制度、用地取得の１０％が補助対象

となる制度があると思います。今回の財産の処分に適用されるのか。そして、適用されるならば

幾らになるか。お答えをお願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの荒木議員の御質問にお答えいたします。 

 その取得、土地の取得等の補助金につきましても、正式な決定、契約等が終わりまして、そこ

からの検討ということで、今のところは試算等は何もしていない状況です。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ４番 坂本君 

○４番（坂本敏彦君） ４番、坂本です。 

 議案第３７号「財産の処分について（旧神尾小学校・土地）」を行います。 

 平成２５年３月の学校跡地等活用検討委員会報告書において、神尾小学校跡地の利活用の提案

がなされ、報告書の趣旨を尊重して、平成２５年度には、三加和地区の地域の３小学校跡地の活

用提案募集が行われております。 

 しかしながら、神尾小学校跡地については、温泉を絡めた施設と、つまり観光事業者等の誘致

ができずに、７年が経過をしております。今回、やっと株式会社リングさんからの進出の申出が

あり、この議案が提案されています。誠にありがたく思っているところです。 

 質問いたします。 

 この７年間の働きについてお尋ねをいたします。答弁をお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 働き、今までの動きということでいいですか。 

○４番（坂本敏彦君） そうです。今までの動きということで、よろしいですか。 

○議長（蒲池恭一君） 企業誘致に向けての今までの７年間の経緯についてということで、お受

けしたいと思います。 

 執行部の答弁を求めます。 
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                        副町長 松尾君 

○副町長（松尾栄喜君） 御質問、今まで７年間の経緯ということでございます。 

 ただ、その前提となりますのが、議員が最初、お話がございましたように、和水町の学校跡地

等活用検討委員会の報告内容と重複、触れられておりますもんですから、まずは、その経過のと

ころから若干、簡単に御説明させていただきます。 

 和水町の学校跡地等活用検討委員会につきましては、平成２６年４月に三加和地区、それから

平成２７年４月に菊水区域の小学校が統合予定ということになりましたのを受けて、新たに発生

します学校跡地の有効活用の方向性を生み出すということを目的にしまして、この委員会、平成

２４年の６月に発足いたしております。 

 委員は、町議会議員、それから地域や保護者の代表の方など２８名で構成されまして、７回の

会合を踏まえた挙げ句に、平成２５年３月に最終報告書というものが取りまとめられております。

最終報告書の中では、先ほども出てまいりましたが、各小学校跡地ごとの具体的な活用策あるい

は活用なり、処分をする場合に考慮すべき基本的事項などにつきまして、幅広く検討が行われ、

整理がなされております。例えば、具体的な活用策の提案といたしましては、つい先ほどお話が

ございましたように、旧神尾小学校跡地につきましては、グリーンツーリズムや温泉施設と絡め

て活用すると、活用に当たっては有効に活用していただける事業者を公募することを検討すると

いったような報告等をなされております。 

 また、同時に募集しました菊水地域の３小学校につきましては、まず更地化すると、その後、

今後の町の経済動向等を見ながら宅地造成や企業誘致の候補地とするといったような提案がなさ

れております。 

 また、この報告書の中では学校跡地の利用に当たっての基本的な考え方、それから考慮すべき

事項等についても記載されております。 

 そこで、この７年間の取組、動きということでございますが、こういった提案も受けまして、

町のほうでは早速、平成２５年の７月１日から１１月２９日までの約５か月間、第１回目の公募、

企業の募集を行っております。 

 なお、募集に当たりましては、報告書にはいろんな業種等々書いてございましたが、第１回目

のときは学校跡地等を活用して、町、地域の活性化、それから発展につながるような有効活用を

してくださる方、事業提案を募集いたしますということにいたしております。 

 しかしながら、結果でございますが、各小学校に応募はいただきましたものの、契約までは至

っていないというのが実情でございます。 

 その後、旧神尾小学校につきましては、閉校後の平成２６年７月に半導体製造業、板金等を主

といたします企業からの提案を受けまして、地元の区長さん方にも説明会が行われておりますが、

立地までは至っていないということでございます。 

 そのほかにも福祉関係、教育関係など、何件か視察や提案もいただいておりますが、残念なが

ら実現には至らず、７年間が過ぎようとしているということでございます。この間、町では、こ

の先ほど報告書の中にも記載してありますけれども、維持管理費の支出が続いております。旧神
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尾小学校の場合、平成２６年から令和元年度までの６年間で１，５６８万円、年平均で約２６１

万円の支出を行っているといったようなところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ４番 坂本君 
○４番（坂本敏彦君） ４番、坂本です。 

 今、副町長から御答弁いただきまして、７年間を無駄に過ごされたわけではないことは、十分

に分かりました。観光事業者の誘致には至らなかったということですね。これ以上、待つとなる

と、このコロナ禍の中、いつ観光事業者が進出するかめども立たず、維持管理費として、年間約

２５０万円程度が、毎年支出されたということになり、５年間で約１，２５０万円、１０年で２，

５００万円を無駄に支出することになります。 

 そこで、２番目の質問に移りたいと思います。 

 検討委員会報告書に提示された観光事業者でない企業に至った経緯を、お伺いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） お答えいたします。 

 先ほど検討委員会の報告書の内容、若干触れました。報告書の中には先ほど申しましたように、

菊水地区の小学校跡地は更地化するとか、失礼いたしました。そのほかにも基本的な認識事項と

いたしまして、幾つかございますが、ちょっと御紹介申し上げます。 

 地方財政が厳しさを増す中、跡地等の資産を活用し、地域社会の活性化に還元することは、大

変重要な施策といえるというようなこと。 

 次に、統合により廃止された施設は、本来の目的を果たした不要な施設であること。 

 さらに、先ほども申し上げましたが、町施設として残す場合は、利用が少なくとも経常的な維

持管理費が生じること。 

 そして、もう一点、跡地施設等は町の貴重な財産であり、活用に当たっては税収の増加、雇用

促進及び地場産業の育成につながる方策等を念頭に、協議が必要であるといったような記載が、

記述がなされております。まさに、このとおりかと思っております。 

 そこで、報告書の提案からかじを切ったといいますか、違っているがというような御質問でご

ざいます。先ほど答弁いたしましたように、第１回目の公募、平成２５年の７月１日から１１月

２９日まで行いましたけれども、このときもあえて報告の中にございましたような業種に特定は

いたしておりません。 

 それから、第２回目の話ですが、令和２年４月、いよいよ菊水地域の小学校が統合されること

になりましたので、これに伴いまして廃校となります三つの小学校、それと遊休化しております

旧神尾小学校の有効活用を図る観点から、第２回目ですけれども、跡地活用の公募を行うことと

したところでございます。 

 募集に当たりまして、最も重視しましたのが、加速化する人口減少と少子化への対応というこ
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とであります。町の人口、これはいつも話が出ておりますが、合併した平成１８年以降、約３，

０００人近く減少いたしております。 

 そして、なおかつ減少のスピードは年々激しくなっているように感じております。 

 また、子供の出生数、これは、これまでは年間７０人前後で推移しておりましたけれども、平

成３０年には４５人、令和元年には３９人まで減少しておりまして、中には、僅か３人という校

区も出ているような状況でございます。この急激な少子化あるいは人口減少に歯止めをかけるた

めには、一人でも、二人でも若者の定住促進につながるような企業誘致、これにスピード感をも

って取り組むことが不可欠だというような認識をもって取組をしました。 

 こういうことから、今回の募集に当たりましては、先ほど御紹介しました、例えば検討委員会

の報告書の中では、菊水地区の３小学校跡地については、更地化して宅地造成や企業誘致の候補

地とするというふうになっておりましたけれども、いたずらに時間を費やして莫大なコスト、例

えば解体更地化するとなりますと、試算でも１億３，０００万円から１億５，０００万円かかり

ます。そういった大きなコストをかけて建物を解体し、更地化するといったような悠長な時間、

予算もないといったようなことから報告書とは異なりますけれども、土地・建物現状のままで売

却するということで提案を募集したところでございます。 

 また、業種につきましては、現在こういう状況ですので、多くの自治体が企業誘致にしのぎを

削っております。報告書でございますように、あえてグリーンツーリズムや温泉といった特定の

使い方や業種に限定しますのは、いかがなものかということで考えまして、併せて、先ほども紹

介しました報告書の中にも記載されておりますように、大きな考え方として税収の増加、雇用の

促進、地場産業の育成といったようなものがございますが、そういったことで町や地域の活性化

につながる企業をスピード感をもって誘致することが、最も重要であるというふうな認識の下に、

特定の業種に限定せずに、幅広い業種から募集を行うとしたところでございます。 

 その結果でございますけれども、何名かの議員さん、工場を視察された上で、いろいろ感じら

れたと思いますが、世界で事業を展開しておられて、非常に高い技術力、それに裏打ちされた将

来性が感じられ、公害等の心配もございませんし、雇用や定住人口の増加、町の経済への波及効

果など、町の活性化が期待できる企業ということで、契約の候補者として選定しまして、今議会

に提案させていただいたところでございます。 

 経過は、以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ４番 坂本君 
○４番（坂本敏彦君） ４番、坂本です。 

 答弁ありがとうございました。 

 観光事業者等の進出がないのであれば、雇用の場の確保と、今後と町の発展を考えて、ほかの

業種の企業等の進出も含めて、人口減少、加速化する人口減少も含め、募集された結果だと理解

し、納得をいたしました。 

 それでは、次に、不動産鑑定評価額は、土地・建物合わせて１億４００万円です。対して、譲
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渡金額は１億７００万円でありますが、この譲渡金額についてどのように感じておられるか。お

伺いいたします。答弁、お願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） 譲渡金額についての考えでございますが、土地の売却につきましては、

消費税は非課税ですが、建物については消費税を加算した金額が譲渡金額ということになります。 

 お話のように、建物分の消費税７００万円は、民間の課税業者ならば申告納税の必要がござい

ますが、市町村につきましては納税の必要がありませんので、結果的には不動産鑑定額が総額で

１億４００万円、消費税込みの譲渡金額が１億７００万円となり、不動産鑑定を評価を上回るこ

とになります。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ９番 庄山君 

○９番（庄山忠文君） ９番、庄山です。 

 私は、３点だけお尋ねをしたいと思います。 

 この土地の売却税が、一応３，０００万円という形になっております。近隣の土地のですね、

近頃の売却の価格当たり、一応考慮されてこの考えられて、ただ設定されたのか。一応、評価基

準から出されたのか。その点が、一つ。 

 それと、今まで２回住民説明会がございました。その中で、非常に反対意見、賛成意見ありま

した。この小学校の跡地の問題は、前々からですね、そこの地区の住民の私は財産と思っており

ます。神尾村から出発してですね、この起点とした神尾小学校、こういう形をとっているから、

住民の意向というのを、私は重視しなくてはならないと。私はそう思っております。ちょうど７

年前、その住民の意向ということが出ております。それから７年たって、こういう形でというよ

うなお話ですが、その点ですね、２回住民説明会がありましたが、その前にはですね、企業誘致

等も実際的にお話があったと。 

 しかし、そういう中で神尾校区当たりの区長さん、それからそこの地域の住民の方々あたりに

は、十二分な説明責任、それは必要じゃないかと、私は思っております。２回のこの住民説明会

の中でも、賛否両論ありました。これはこの事案の中では確かにあります。 

 しかし、この事業をやっぱり納得していただくならば、その住民の反対の人、賛成はもちろん

いいませんが、反対の方々のですね、この意見をですね、十二分にやっぱり聞いて、そして、判

断すべきじゃないかと、私は思っております。この前、私は一般質問の中でも申し上げました。

ま一遍ぐらい再度住民説明会をしながら、そして、結論づけた内容がいいんじゃないかと思って

おりましたが、その後、これは住民説明会が１０月にありましたが、その後、地元の区長さん、

その住民あたりとの会合、また神尾校区の区長さんあたりとの協議と。これが実際やられたのか、

やられないのか。 

 そして、あるお話では、地元の区長さん、それからその委員さんあたりと工場の見学ぐらいは
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したほうがいいんじゃないかというようなお話もあっとるというような、ちょっとお話も聞きま

したが、そういうようなですね、住民に対しての説明責任というのが、本当に何かしら欠けてい

るのではないかと。ただ早く早くと、そういうような気がしてなりません。やはりそこのですね、

前から神尾村から始まった学校の跡地でございますので、私は十二分な説明、一遍、二遍ぐらい

で終わるような三遍も、四遍もやるべきではないかと、私は思っております。 

 そういうことでですね、この金額設定の３，０００万円、私はこの金額の３，０００万円とい

う金額はですね、これは約ですね、反別にすれば１兆５反ですよ。１兆６反ですよ。それが３，

０００万円ですよ。反２００万円せんわけですよ。町長も御存じと思います。ＪＡたまなの神尾

支所の跡地ですね、あれを売却したわけですよ。今、歯医者さんがおられる。それと吉永葬儀さ

んの屋敷がありますね。そのときの総価格がですね、ちょうどその前に平野ビレッジの売買があ

りました。その坪単価が３万円ですよ。これは整地してぴしっとしたところのやつですよ。そし

て神尾校区の、今、城跡、それが国道沿いでもあるし、県道沿いでもあるし、一級地であるから

ということで、坪の４万円で、平米の１万２，０００円ばかりあたるわけですよ。 

○議長（蒲池恭一君） 庄山議員、申し訳ないですけど、簡潔に質問してもらっていいですか。

大事な案件だとは分かっていますけど、質疑ですので。 

○９番（庄山忠文君） 大事な案件ですたい。 

○議長（蒲池恭一君） だけど質疑です。 

○９番（庄山忠文君） はい、質疑しよるわけですよ、私は。 

○議長（蒲池恭一君） だから簡潔にしてください。簡潔に。 

○９番（庄山忠文君） こうだから、単価を３，０００万円っていう、その根本をどういうよう

な形でされたのか。そのやつをお尋ねしたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） すみません、いいですか、ちょっと３，０００万円の根拠と、あと住民

説明が足りていないんじゃないかの答弁でよろしいですか。 

○９番（庄山忠文君） はい、よかです。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの庄山議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、価格のほうですけど、これは不動産鑑定業務を行いまして、土地のほうが２，９８７万

７，０００円ということで、不動産鑑定評価をした金額を入れております。その中で、プロポー

ザルを実施しまして、設定した金額ではなくて、最終候補者の方が提示された金額というのが３，

０００万円ということで、今回この議案のほうに上げております。参考価格として不動産鑑定評

価された価格に対して、契約候補者の方が提案された金額が３，０００万円ということになりま

す。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君）              副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） 住民説明会が足りなかったんじゃないかというようなお話でございま
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すが、学校跡地が地域住民の皆様方にとってかけがえのないものというのは、これはどこでも一

緒のことでございます。やっぱり今回、神尾小学校のところで一番のポイント、第１回目の説明

会でございましたが、それは公害に関係するようなこと、上水・排水、あるいは騒音、そういっ

たことに対する懸念の声が非常に大きかったというふうに認識いたしております。ですから、実

際、例えば騒音等につきましても、現場での調査、結果あたりを踏まえまして、丁寧に丁寧に説

明をさせていただいたつもりでございます。一定の御理解は得られたものというふうに思ってお

ります。 

 ただ、現場の視察。そういったお声ももしかしたらあったのかもしれませんが、これは、今度

は逆に相手も絡んでまいりますもんですから、そこは今の段階では実現しなかったというのが、

実情ではないかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 庄山議員の質問の中でですね、１反当たり１００万円もせんと言われま

したけど、１８７万５，０００円になっています。１００万円もせんといいなったでしょう。こ

れ２００万円といいなったですか、すみません、失礼いたしました。それは失礼いたしました。 

 ほかに質疑ありませんか。 

                        ９番 庄山君 
○９番（庄山忠文君） 不動産鑑定士あたりの一応、価格ということですね。 

 ただ、町のいろんなこの土地の売買、町に対してですよ。買い込み、町としては買うときはも

う値段がえらい高いと、売るときは安いというような設定になるわけですね。 

 だから、私はですね、この３，０００万円という金は、非常に私は安いと思っておりますので、

この案件に対しては賛否、賛成はできないということで、一応、話はしておきたいと思います。 

 それと、さっき地区の住民の方々の要望もあったかもしれませんがと、副町長の答弁ですが、

それはあっとると思いますよ。しかし、それは無視して、これまで１０月から、この３月までで

すね、この５か月間、住民無視をしとるということと、私は思っておりますので、その点もです

ね、私は今後の住民に対しての不都合と思っておりますので、その点はどう思われるのか知りま

せんが、私はそう思っております。 

 そういうことで、この案件に対してはそういうことですので、この質問は、私は終わりたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君）              副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） ちょっと誤解があるようでございますので、私が地元の方が工場を見

に行きたいと思われた方がいるかもしれませんということをいったのは、そういう事実があった

ということではございません。私は聞いておりませんので、はっきり訂正させていただきます。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ９番 庄山君 
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○９番（庄山忠文君） 副町長は聞いていないということですので、町長聞いておられますか。

その点だけ。 

○議長（蒲池恭一君） 町長の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 覚えがございません。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ３番、齊木です。 

 本３７号の議案に対して質問させていただきます。 

 いわゆるこの神尾小学校売却するということでございますが、住民の方、神尾校区の方、町民

の方、この売却に関して執行部におかれましては、同意がとれている、もしくは賛成が多い、賛

同していただいている、反対していただいている、どのように思っていらっしゃるか。そこのと

ころを聞きたいんですが、町民の方はどう考えているかを、執行部は現時点でどう考えていらっ

しゃるか。賛成が多いか、反対が多いか、どちらも拮抗しているとか。そこのところを伺いたい

んですが。 

○議長（蒲池恭一君） 大丈夫ですかね、執行部の答弁を求めます。 

                        副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） ２回の説明会の中でたくさんいろんな反対の御意見いただきましたで

すね。 

 ただ、その一方で、この前、その第２回目の中でも出ました。そのほかでもいろいろ聞きます。

やっぱり企業誘致して町を活性化していかないかんって、もうそんなことで時間、このタイミン

グしかないといったようなことまでお聞きすることはございます。どちらが多い、少ないという

ことは申し上げませんけれども、私は、企業誘致に対する期待が非常に大きいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ３番、齊木です。 

 私は、旧菊水東小学校、菊水西小学校、神尾小学校の住民説明会全て出席させていただきまし

て、その後、現地調査も行いました。この神尾小学校の現地説明会２回出席しまして、その後、

現地調査。そして、近頃も行いました。そのときに、神尾校区、近隣の方、町民の方の声を聞き

ますと、一番多い答えは知らないです。町民の方は知らないとおっしゃっているんです。これを

詳しい方に聞きますと、今の日本では二つの意味があるそうです。本当にこの神尾小学校売却す

ることを知らない。もう一つの知らないは、情報が足らない。自分で判断ができない。そして、

こういう重要なことを自分はもうしゃべれない。そういうときに、今の日本人は知らないといっ

て、いわゆる逃げるか、言葉を逃がすそうです。 
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 近頃も、私は町民の方、住民の方、神尾校区の方の声を聞きました。やはり知らないが一番多

いです。私は何度も言ってますとおり、広報、町民の方にいろいろなことをお知らせするのが、

まず大事だと思いますが、町民の方は本当に知らないのか、情報が足らなくて判断ができないの

か。これはちょっと質問としてですね、執行部におかれましては、町民の方にこの神尾小学校の

売却に関して、説明は十分できた、できていない、どっちをお考えか、そのことだけお伺いしま

す。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 知らないというような方が多いんじゃないかということでございますが、

１回目の質問のときは、確かに、説明不足もあったかと思います。御理解なかなかいただけなく

て、帰られた方が多かったんじゃないかと思います。２回目やったときに、一番の地元の皆さん

方の心配は、先ほど副町長から話がありましたように、まず、水のが枯渇することがありゃしな

いかということ。騒音の問題。それと、この汚水の問題。この辺が、それぞれ風評被害。それと、

この景観が大丈夫かというようなことで、この辺についても丁寧に説明をして、お話はしました

結果ですね、そこは御理解をいただいて帰られたというふうに、私は理解をいたしております。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ６番 髙木君 

○６番（髙木洋一郎君） ６番、髙木です。 

 今、町長がお話されたことに関連するんですけれども、私も大きな問題でございますので、地

域の皆様方に御意見を伺ってまいりました。ほとんどの皆様は知らないではございませんでした。

知らない方については、私から御説明をしまして、どう思うかというやりとりをいたしまして、

とてもいいことだと。 

 ただ、公害問題ですね、井戸枯れとか、あと騒音、それと排水については大丈夫かいというお

話を伺いました。これは１２月の一般質問でも、私いたしましたけれども、再度ですね、これを、

この放送をお聞きの皆様あるいは地域の皆様、町民の皆様に改めて確認をしたいと思いますので、

その点、再度お願いをしたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの髙木議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 確かに、１２月の議会の折、それと、また１０月の住民説明会の折にも、いろいろそういった

問題で御質問が上がりました。その中で、まず、騒音につきましては、契約候補者でありますリ

ングさんの提案によりますと、機械が１００デシベルぐらいの音が出ると、そこに、まず防音の

ボックスをかけて、６０ぐらいまで下げて、その後、建屋で覆うので屋外のほうでは４０から５

０デシベル程度の音になりますということで、報告をしております。 

 これは、熊本県の騒音規制というのがありますので、その規制内に収まるには十分ということ

で判断をしております。 
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 また、実際に県のほうに防音測定値を、測定の器械を借りまして、夜間に８日間ほど調べまし

た結果、４０、平均して６０デシベルぐらいがですね、今現状でも道路沿いでは出ているという

こともしております。それを踏まえまして、今度来られますリングさんの操業に伴う音が４０か

ら５０というのは、深夜のあまり車両の通行のない音量と一緒ぐらいで、日常生活には影響がな

いということで、音については判断しております。 

 あと、井戸水に、水道等のつきましても、３０年ほど前に井戸が枯れたというような報告があ

りましたが、企業の進出の後、同じように水が枯れないかというような御質問もありました。そ

れにおきましては、今現在、使用されている水というのが、工場の業務用の用水というのは使わ

れません。トイレとかの生活用水だけを、今度来られるリングさんのほうは使われます。 

 また、現在の神尾小では、今は廃校になっておりますが、児童・教員合わせて１００名程度が

生活用水として、今現在の井戸を使っておりましたが、基本的に井戸が枯れるようなことはあり

ませんでした。 

 また、現在も菊水区域の小・中学校の給食のほうを４５６人分調理をされておりますが、今現

在、この１年間でもその水がかれたというような報告は受けておりません。 

 また、これによって過去の使用量から見ても、リンクさんの場合の水が足らないということは、

まずないだろうと。排水につきましても、生活用水のみで工場で使うような業務用の用水はきち

っとした業者のほうと契約して処理をされるということを伺っております。 

 また、なお、３０年前の井戸枯れにつきましては、平成２年の水害時の河川工事かなというこ

とで、当時の県の玉名の土木事務所により調査とか、補償のほうがなされていることで確認をし

ております。 

 音、また排水等の公害等については、以上になります。 

○議長（蒲池恭一君） 工業廃水は、工業廃水、言うた、よかった。すみません。 

 ほかに質疑ありませんか。 

                        ６番 髙木君 
○６番（髙木洋一郎君） ６番、髙木です。 

 今、お話しいただいたように、住民の皆様方の不安というのは払拭されたものと思います。 

 ただですね、ただ、もしも、もしも何かあった場合、町としてどのように対応するのか。そこ

をお尋ねしておきたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） ただいまの髙木議員のもしもあったときはどうするんだというような御

質問でございますが、これは説明会の折にもですね、２回目の説明会でございました。そのとき

もですね、これはもう当然、町は先頭になって皆さん方に寄り添って対応してまいりますという

ことで、私は御理解を得たというふうに思っております。それは町として当然のことです。これ

はもう町として、何かがあったならば、地元の皆さんの不安を払拭していく。やっぱり安全、安

心を確保していくというのは、当然ですから、これはもうしっかり私先頭になって対応してまい
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りたいと思います。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番です。 

 この問題についてはですね、９月菊水東小、１２月菊水東小が既に賛成多数で採択をされてお

ります。 

 私、皆様にですね、誤解を受けないためにも、９月議会においても、１２月議会においても学

校跡地を民間企業売却するのは反対じゃないということは、再三再四申し上げているとおりであ

りますけれども、１２月の定例会の折にですね、たまたま西小は起債が残っていたから、起債の

分はどうするのかと質問したときにですね、情報開示をされてなかったですね。だから、休憩を

とって情報開示をされた経過があります。 

 それで、お尋ねいたしますけれども、この神尾小学校、また後にいずれか南小学校のこともあ

るかと思いますけれども、全てですね、この民間譲渡に関してのプロポーザル方式で採択された

企業さん等々においてもですけれども、議員我々に情報開示を全てされたと思いますか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） 全てというのがどこまでか、なかなか難しいですけれども、可能な限

り、情報開示はしているものと思っておりますが、以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） 情報開示をしていると、私はされていないんじゃないかと。物すご

く不信感をもっているわけですよ。なぜかといいますと、９月の東小学校、土地代だけですね。

建物は無償譲渡、１２月の西小学校、土地代が幾ら、建物代が幾らと分かれてましたよね。それ

ぞれ金額が提示されておりました。 

 また、今日、今、上程されております３７号については、土地代３，０００万円と提示されて

おります。そうすると、この後に３８号で建物が７，７００万円と提示されております。土地代、

建物代という情報は、我々にはこの案件が出る前はなかったと思います。一括での金額を提示さ

れて、ただ、プロポーザルで参考価格として不動産鑑定価格は提示しておりました。 

 しかし、業者側から購入、希望者側から希望価格というのを提示された。だから、全額で提示

されているのを、我々に公開されたと思います。私はそう認識しております。なぜ、無償提供さ

れなければならなかったのか。その理由は、東小学校のときはなかったですよね、説明が。私は

そう記憶しているんですよ。土地代が１，５００万円。だから建物は無償提供したいというよう

な説明であったかと、私は記憶しております。その点どうですか。 

○議長（蒲池恭一君）              副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） 事前にどこまでというお話でございますが、全協あたりのときにも、
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その数字は多分、出ておったんじゃないかなというふうに思いますし、そもそも議案として御説

明申し上げるときには、説明しておると思いますが、以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） 副町長、今しているとおっしゃいましたけれども、私が議場じゃあ

りませんけれども、資料を見させていただきました。そのときに、なぜこれを提示せんのかと、

私は注意したことがあります。 

 だから、結局ですね、我々に情報提供は何もしないで、採択してくださいと、あまりにも無謀

過ぎますよ。今の状態で、我々が町民の方々から、あの学校は幾らで売ったのかと言われたとき

に、私が、今、説明できるのは、購入希望者の方々がこれだけの金額を提示されました。しかし、

不動産鑑定７２５万円かけて、３７５万円か。３７５万円かけて不動産鑑定評価額を出していた

だいています。でも、これだけの差があります。しかし、町にはやはり企業が来ないと駄目です

ということでですね、言いますけれども、えらい安かじゃないかと、ほんなら。そげん言われる

とです。土地代がこれだけ、建物代がこれだけということをですね、我々に説明があってたらで

すよ、そこまで説明できるんですけれども、そこまで説明できないんですよ、今の状態では。情

報がないから、なぜ、無償提供されなければならないか。これがよその地域、他県、大都会のほ

うをいいますとですね、学校跡地をとか、公共物の跡地を売却されようとされます。 

 しかし、売却がなかなか不調なんですね。それはなぜかと申しますと、建物が物すごく大きい、

そして、また向こうの価格が物すごく高いわけです。一つの建物を壊すために１０億円ぐらいか

かる建物もあるわけですよ。だから、企業も投資をしにくいわけですよ。だから残っているんで

す。不調に終わってるんです、他県は。大都会に近いところは。だから、自治体が建物は壊しま

すとか、壊すのに２分の１補助を出しますとか、無償提供しますとか、そういう方法をとってで

も売れない要因というのはそこにあるわけですよ。事業をする本当の投資額じゃなくて、それに

もっていく前の投資を何十億円ってせないかんからですね。だから、なかなか売れないところが

あるわけです。 

 だから、我々に対してですよ。そういう情報は公開されていないでしょう、今回は。私はそう

思いますよ。だから、私もこの民間譲渡に関して東小にしろ、西小にしろ、反対をしてきました。

あまりにも我々に情報公開がないと、不信感の上から私は反対をしたのが、一つの要因なんです

よ。 

 それと、もう一つは不動産鑑定価格よりも安かったから、なぜそれまでしてもせにゃいかんの

かと、他県のことを引き合いに出されたけれども、他県は他県、うちはうちとして別個の考え方

でいかなければ、絶対駄目なんです。こちらは物価は安いわけです。向こうが１０億円かかるの

を、こっちは２億円か、３億円でできるわけですよ。私はあまりにも情報公開がですね、今回は

少な過ぎたなと、私が１２月定例会で指摘したおかげで、どこどこの小学校に起債が幾ら残って

いる、補助金が幾ら残っているという情報は開示されましたよね。議員から指摘されて、情報を

開示するんですか。それとも最初から全て情報公開したほうがすんなりいくんじゃないですか。
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不信感ももたれないで、なぜ隠す必要があるんですか。私はそこが一番です。今回のこの案件に

対して、４件ありますけどですね、今３件目ですけれども、そこに私は不信感をもっているから、

引き合いは不動産鑑定価格だけでの批判しかしていないわけです。こうやって土地代が幾らだっ

た、向こうから示されたと、今、言われたけれど、そういう公開は全然我々には公開されていな

いじゃないですか。 

○議長（蒲池恭一君） 池田議員、そろそろ質疑の質問を、趣旨を絞ってください。 

○１０番（池田龍之介君） だから、できればですね、プロポーザルで選定された中で土地代が

幾ら、建物が幾らと、向こうが希望価格を出した情報を開示してくださいよ。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） まず、今の購入希望価格ですね、それから不動産鑑定価格、これは両

方ともホームページでも含めてですね、皆さん方はもちろんですけれども公表はしているという

ふうに思っております。 

 それと、先ほどおっしゃった起債なり、国の文科省の補助金、それについては確か御指摘のと

おり御説明が漏れておったところがあったかもしれません。 

 ただ、文科省の補助金あたりにつきましても、もう特例措置あたりが出て返還しなくてもいい

ような方法もございましたもんですから、若干そこは漏れておったのかもしれませんけど、あと

については、何もかんも情報は提供していると思っております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） いや、副町長と、本当にですね、私は聞いていないです。プロポー

ザルの中で、土地がこれだけ、建物がこれだけ希望される業者、候補者の方が提示されておりま

すというのは、私は資料でもらったこともないし、耳で聞いたこともありません。 

○議長（蒲池恭一君） しばらく休憩します。 
 

休憩 午後３時41分 

再開 午後３時42分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １０番、池田議員の質疑を許します。 

○１０番（池田龍之介君） 私はですね、情報開示が少なかったのかなと思います。よければで

すね、その議会、町民の方にもそうですけれども、知る権利というのがあるわけですから、はっ

きりしたですね、情報開示をしてほしいと思いますので、今後とも、もし今後そういうことがあ

ればですね、情報開示については全て情報開示をしていただくようにお願いをいたしまして、私

の質疑を終わります。 
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○議長（蒲池恭一君） 議事録に載せなんけん、説明はしていますというとはしとかんといかん

でしょう。 

 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの池田議員の御質問の中で、跡地活用事業とい

うことで、全協のほうに令和２年の５月１５日の全協、同じく令和２年の８月５日の全協のほう

で、それぞれの土地、建物の内訳を記載した資料としてお配りをしております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） ７番、秋丸です。 

 この件に関しましてですね、仮契約というのがなされていると思いますが、その辺のところを

聞きたい、お聞きしたいと思います。仮契約といいますと、第三者から見ればですね、本契約と

みなされると、私は思っておりますが、例えば、議会承認があって、例えば否決された場合です

ね、その仮契約のどういうふうに、仮契約でうたっているか。要するに、相手方からどういう要

求がなされるか。その辺のところは完璧になっているでしょうか。その辺、お伺いしたいと思い

ます。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの秋丸議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 今回、仮契約というのは、基本的に今回議案のほうを出しております。その議決を得るために

は、土地や建物の内容とか、価格、それと相手方をある程度特定しなければ、今回のような議案

は提出ができません。 

 だから、今回この議案を出す前に仮契約ということで、仮契約を結びまして今回議案を出して

おります。 

 よって、事前に仮契約を結んで、今回の議案を上程するというのが大きな目的で、当然、この

議案が可決・否決とかなればですね、その時点で契約はもう成り立たないということになってお

りますので、一切その仮契約をしたからその契約上、相手方から何か訴えられるという条文等は

一切ありません。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 今、お答えいただきましたけども、大丈夫なんですね、再度。 

 この仮契約というのはですね、いつされたんですか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
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○まちづくり推進課長（石原康司君） 仮契約につきましては、今回の議案を上程する前という

ことで、３月に入りまして、３月１日で仮契約を結んでおります。議決が取れましてから本契約

となります。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 最後ですけども、先ほど１０番議員からもありましたように、仮契約を

する、その本契約に至るまでの、そういったところの状況をですね、やっぱり議員が最後に採決

をするのだから、やっぱり仮契約の内容とか、今後どうなりますとかいう、そういう状況をです

ね、やっぱり議員にですね、開示せんといかんとやなかかなと思います。今度もまた南小学校も

あります。そういうことで、議員は採決する義務があるんですよね、権利というかな。ですから、

今後はですね、しっかり議員にもう包み隠さずですね、やっぱりお願いするほうはですね、誠意

を持ってですね、やっぱりしていただきたいと思います。でないと、やっぱり私たちも十分な情

報がなくて採決をしなくてはならないというところがあります。誤解して採決をするわけにはい

きませんので、その点はですね、十分よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。答弁お願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        副町長 松尾君 
○副町長（松尾栄喜君） 議会に対する説明ということでございます。これは日頃から、時々漏

れておって怒られることもございますが、とにかく可能な限り情報については共有せないかんと

いうふうに思っております。ですから、今後、さらに手綱を引き締めてですね、しっかり連携し

ながら進めていくように取り組ませていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 秋丸議員が、我々には包み隠さず開示するべきだとおっしゃいましたけ

れども、決して、我々は隠したり何たりは全くしておりません。仮に誤解を受けるような、今回

そのような対応がまずさで、舌足らずというか、説明不足で誤解を招いているかなというふうに

思いますけれども、今後はしっかりその辺はですね、我々も反省すべきところは反省して対応し

てまいります。 

 ただ、隠しとったと、それは断じてございません。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 



- 217 - 

                        １番 荒木君 
○１番（荒木宏太君） それでは、議案第３７号「財産の処分について（旧神尾小学校・土地）」

に関し、反対討論をいたします。 

 まず、一つ目に住民説明会の内容では、住民合意形成、コンセンサスが得られていないという

ことです。 

 先ほど町長に御質問・質疑いたしましたところ、配慮がなかったというふうに、私は判断して

おります。学校跡地の検討委員会最終報告の内容、それと乖離しており、その後の変更手続に関

し、丁寧な説明が町民に対して行われておりません。これは民主主義で合理的な行為とは言えま

せん。この検討委員会は、執行機関の附属機関であったわけですから、住民に対して変更の理由

等をしっかり示すべきであると考えます。 

 二つ目は、プロポーザルの内容についてです。 

 先ほどもお話がありましたが、情報公開が十分に行われていないということです。内容として

は選定事業者の事業計画等の内容が、全く住民に伝えられていない。他市町村の類似のプロポー

ザル審査には、審査を行った対象の業者名、それから点数、審査員の氏名、質問内容などがホー

ムページ上で公開してあります。 

 しかし、今回のこのプロポーザルにはそれがありません。私は、これは透明性が確保できてい

るとは思えません。前の一般質問であったとおり、競争入札か、プロポーザル、公開プロポーザ

ルで実施すべきだったと考えます。 

 三つ目に、起債の償還についてです。 

 跡地にある固定資産である旧神尾小体育館は、１７年しかたっておらず、普通の体育館と違っ

て、地域連携施設を完備した施設であり、投票所としても利用してきた施設でもあります。建設

費として２億９，４１８万円かかっております。いまだ、現在ですね、３，７００万円が未償還

であり、令和１１年まで返済が続くことになります。企業誘致支援制度、先ほどありましたけど、

これがもし１億円の１０分の１の補助金があたるとすればですね、１，０００万円が含まれるこ

とになります。それを含めると売却後に、まちは４，７００万円業者と国へ支払うこととなりま

す。少なくとも起債を返済するまでは施設の利用に力を入れるべきであり、３，７００万円を今

後、８年間支払うだけになるということは血税を捨てることと同じことと考えます。 

 四つ目は、売却価格についてです。 

 工場奨励条例第４条により、固定資産税の不均一課税となり、税率は何と０．１４％で、通常

の１．４％の１０分の１になると考えます。 

 さらに、第５条の便宜の供与により、まちが手放した土地であっても条例上、便宜を図り、さ

らにこれから必要となる金額が発生する可能性があるということ。この条例により、売却価格が

減額したことと同じになると考えます。１．６ヘクタールを３，０００万円、それに便宜の供与

の加算、それはあまりにも土地の価格として安過ぎます。実際に南小においては、道路の拡幅工

事の計画が発生しております。 

 五つ目に、防災施設として避難所としての必要性です。 
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 町長は、年間２００万円の維持管理費のことをおっしゃっていますが、各イベント、金栗マラ

ソンや金栗リレーランの際、金栗ミュージアムの駐車場として、そして、給食調理場は今月まで

利用されています。災害時の避難所のことを考えると、命を守るために必要な経費です。避難所

において、現在新型コロナ感染症により収容人数が限られています。学校跡地施設活用事業にお

いて、全ての体育館を売却した場合、通常１，６５０人の収容人数が地震や土砂崩れの際に避難

所として収容できなくなります。 

 今回の旧神尾小体育館においては、通常５００人の収容人数でありますが、コロナ感染対策に

よる全体の最大収容人数は大きく減少してしまいます。加えて、神尾地区のドクターヘリのヘリ

ポートとしても活用されています。平たんで周辺に山林のない神尾小跡地はヘリポートとしての

活用の場として最適で、緊急搬送時は１分でも近い場所が救命に不可欠なのです。神尾地区の住

民の命を守る重要な施設なのです。 

 昨日も熊本県では地震が発生したではありませんか。平成２８年の熊本地震、平成３１年の我

がまちの地震、阿蘇を中心とした平成２４年７月の九州北部豪雨、去年の７月豪雨など、近年多

くの災害が起こっているではないですか。このとき国道４４３の倒木、土砂による寸断、菊池川、

岩村川、和仁川の氾濫による冠水が起こったではないですか。大災害が起こった際、物資、搬送

用ヘリポートとしての利用もできるではないですか。ここを廃止したら、どこへヘリコプターを

着陸させるおつもりでしょうか。南海トラフ地震も近く発生するとされています。京都大学大学

院人間環境学研究科教授の鎌田教授のインタビュー記事によると、東日本大震災の１０倍超えの

被害が出ると言われております。５００人の収容の体育館を、今、売却して、避難所を減らすと

いう判断は間違っています。緊急時の避難所確保は重要な事項であります。 

 さらに、校区ごとの施設は必要であり、特に神尾校区の旧神尾小学校体育館は、和水町の最北

端から８キロ、これを見てもらうと分かると思いますが、最北端から８キロ、最南端から１１キ

ロの、まさに中心の位置に位置する和水で、一番の中心に位置する施設となります。もし、大災

害が起きた場合には、国道沿いでもあり、中枢基地として通信等の機能も発揮できる場所となり、

必ず必要な施設となります。 

 六つ目に、温泉観光地としての弊害です。 

 温泉観光施設の目の前に工場の設置という計画により、温泉観光施設の死活問題を将来に招く

おそれが大きいと考えます。 

 そして、温泉施設を絡めた観光、三加和温泉郷を中心とした観光地の維持・発展を計画してい

るまちづくりの方針にしても反しています。去年の金栗四三ミュージアムの配置の理由、それは

温泉観光客に入館してもらうことだったはずです。観光地だからこそ、玉名市の大河ドラマ館に

も負けない。約９万人の入館数だったと思います。ですから、三加和温泉郷周辺の固定資産評価

を観光地として上げていく方針を定めるかどうかは、この議案で大きく変わります。今後のまち

づくりにも大きく影響します。三加和温泉の湯の質、泉質は世界で唯一ここにしかないものです。

我が町の将来のためにも、この提案には反対いたします。 

 皆さんの和水町の将来のために、慎重な政治判断をお願いいたします。この六つの理由により、



- 219 - 

反対を表明いたします。 

 以上で、私の反対討論を終わります。 

○議長（蒲池恭一君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

                        ５番 竹下君 
○５番（竹下周三君） こんにちは。 

 （こんにちは。） 

 ５番の竹下周三でございます。 

 今、１番議員のほうから反対ということで御意見がございましたけれども、私としては、売却

推進の立場から意見を述べさせていただきたいと思います。 

 私の思いもありますけれども、その前に、今、宏太、１番議員の討論に少しだけお話をしてか

ら持論を申し上げたいと思います。 

 今、住民説明会の不足、配慮不足、更新手続等の説明の検討委員会に対する軽視、プロポーザ

ルの情報不足、起債償還の１７年、その件の解消、価格が１０分の１、防災施設ヘリポート、温

泉観光関連でお話がありました。今、お話を聞いて確かに一つも間違いはございません。今おっ

しゃられることに、私としても全て同感をいたします、けれども、その考えが、今ここまで進ん

でいる神尾小学校の売却には、僕はつながらないと思います。それを蹴ってまでやるというのは、

少しひねた考えではないかなと、僕は個人的には思っております。この議案に一つ一つ本来であ

ればですね、お話をするのが当然でしょうけれども、ここでお話をしてもしょうがないので、私

の考えておる推進の意見を述べさせていただきます。 

 昨年から、この件につきましては、現場確認、状況調査等を含めて議論をしてまいりました。

神尾地域住民の願いを、思いを踏まえて、議員間でも何回もお話をしてまいりました。先ほどか

らお話が出ておりますように、プロポーザル選定の在り方、用地価格選定の基準となるべき価格

設定の考え方、住民説明会の在り方、またそのタイミング、提起手段の問題等々、全く落ち度が

なかったとは言えません。これは確かにあったと思います。 

 我が町は、そもそも反対のための反対論争を繰り返してきた町であります。私の個人的な所感

ではありますが、住民目線で住民のためといいながら、我の張り合いをしてきたようにしか思え

ませんでした、ここ十数年ですね。六、七年ですね。その時代の先頭で走っておられたのが、現

在の議長であります。町長であります。先輩議員です。ここにおられる先輩議員方であるんです

よね。そこにしっかり胸を当てて考えていただいて、これからの和水町のことをですね、どう考

えるか。その方たちが一番、僕は重要というか、責任があると思います。昔のことを忘れて、今

からいくぞというのもおかしな話でございます。私たちは１年生議員です。それを踏まえて議員

になっているんですよね。ですから、その辺をちゃんと僕は見据える必要があるのかな。また、

言う必要があるのかなと思います。 

 ちょっと失礼なことを申し上げておりますけれども、今回の誘致のチャンスを逃せばですね、

企業に多大な迷惑をかけます。撤退されないとも限りません。先ほどお話があってましたが、い

ろいろな事情があるかもしれません。その場合、これから先、移転予定の企業者から魅力のある
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和水と映るでしょうか。そこを考えてみてください。反対は反対でいいんですよ。反対をして反

対がとおったときに、どうなるか。今そこでこれを言うべき時期ではないと思います。神尾の住

民から意見を聞かなかったというお話もいっぱい出ておりましたが、何で議員も今までそこに言

わなかったことはないでしょうけども、議論を本気でしなかったのか。そこは反省すべき点では

ないでしょうか。 

 本来であれば、ここで誘致の利点を申し上げればいいんですけども、あまりに多過ぎます、利

点が。あまりに当然過ぎて、申し上げるまでもないと、僕は思っております。今までの反省に立

ち、これからの未来の和水町のため、この跡地をですね、御理解いただいて、推進いただくこと

を切にお願いいたします。これは私の願いでございます。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

 討論ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 原案に賛成者の発言も許しますよ。 

                        ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） こんにちは。２番議員の白木です。 

 ただいま議題になっております議案第３７号「財産処分について」ですね、賛成の立場から討

論をさせていただきます。 

 もう今ですね、賛成討論で５番議員が言われたのでですね、ほとんどもう私が言いたいところ

はですね、ほとんど一緒なんです。ちょっと私なりのですね、解釈というか、せっかく討論の原

稿も作ってきましたので、読ませていただきたいと思います。 

 先ほどからありますように、私はですね、金額に対してですね、それが安いとか、高いとか、

もう私はですね、ほかの自治体が見ている限り、跡地利用のですね、金額的なところを加味する

と、十分な金額だと、私は思いますのでですね、ちょっと今から私の思いをちょっと述べさせて

もらいます。 

 我が町は、合併以来、大変な人口減少になっております。働く場所がない。農業だけでは食っ

ていけないなどですね、次の世代を担う人材がどんどん都会へ流出し、このコロナ禍で職を奪わ

れた方が大勢いるのが、日本の現状というか、そういうところです。このままではですね、過疎

は止まらないです。面積が広いから人口減少の我が町はですね、ただただ合併を繰り返して、町

が存続していくだけでいいのか。私はそうは思いません。令和３年度のですね、一般会計予算で

ですね、地方交付税がですね、昨年度、令和２年度よりも９，５００万円の減額と、予算書を見

ましたけども、町税や交付金が軒並み減額されている。そういう状況下でですね、ありがたいこ

とです。企業が進出して、町の雇用、法人税を納めていただく。もう和水町にとってプラスであ

ることは、もう間違いないんですよね。私は全協や一般質問などで常々町長も、副町長も御存じ

だと思いますけども、町の税収が増加するように、また、言い方は悪いですけど、町が儲けるよ

うな仕組みというか、そこをちゃんと考えてほしいと、今まで訴えてきました。和水町の農産物
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を大勢の皆さんに食べていただく。そして、農家の皆さんの収入が上がることも大事でしょう。

また、温泉、観光にいらしてですね、町でお買物をしていただくことも大事です。 

 しかし、一番大事なこと。これは町から人が消えないということです。これが何より、私は大

事だと思います。暮らす人がいなかったら、儲けも、町税もあったもんじゃないですもんね、町

がなくなります。企業誘致は全ての事柄を可能にする重要な政策だと、私は思っています。昭和

５０年代、私が小学生の頃ですが、その当時、九州東洋電装、もう大勢の社員さんがバスで送迎

されておりました。そこ、九州東洋電装も元々は玉名北中学校の学校跡地、それを利用してでき

た工場であるということは、皆さん御存じだと思います。私どもの近所の若い人、その当時、三

加和の相当な数の人が九州東洋電装には就職されていたと、私は思います。１番議員の御両親も

ですね、バスの運転手をされていて、私が子供の頃ですよ。バスが国道を通るたびに、手をふっ

て、すると中から社員のお姉ちゃんとか、お兄ちゃんたちが手をふってですね、もうあの頃の、

もうその活気ある、あった町ですよね、その当時、三加和は。もうその町に戻って、戻ってとい

うとおかしいですけども、それぐらい活気のある町だったと、今これだけ疲弊しておりますよ。

次世代を担う子供がですね、都会にいかなくても、この和水町で生きていける。その環境を整え

る。これは町執行部と私たち議員に課せられた使命であり、責任だと思います。 

 先ほどの質疑でやたらと地域住民の反対があるように言われていますけども、説明会、私から

言わせるなら、ちょっとあれは総会屋というか、何かちょっと説明会のような感じじゃない、な

かったような私は気がします。地域住民の方々もですね、企業誘致に賛成という方は、もう大多

数おられるということをですね、皆さん分かっていていただきたいと思います。 

 こういった理由からですね、私の思いだけですみませんけども、私は本案に賛成したいと思い

ます。 

 これで、討論を終わります。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに討論ありませんか。 

 賛成討論ですか。 

                        １１番 森君 

○１１番（森潤一郎君） １１番、森です。 

 私は、この３７号議案ですか。この問題につきましては賛成の立場から一言意見を述べさせて

もらいます。 

 髙巢町長はですね、選挙公約の中で一つ企業誘致を、ぜひ図りたいというのも公約の一つだっ

たというふうに思っております。そういう中で、今回、願ってもないようなリングという会社が、

何か進出をされるというような話が持ち上がりました。 

 私は、６年間江光寺区長をやりまして、その後、思いがけず町議会議員に立候補しろというよ

うな周りの方々の推挙を得まして、年がいもなく立候補をいたしましたけど、おかげで皆さんの

御支持をいただいて、今２期目を務めております。そのときにですね、思ったことは、自分、最

後の自分の人生で何ができるのかなと。もうこれはもう住民のための、いわゆる住民のために少

しでも自分の最後の人生を生かせるならば、これはもう喜んでさせてもらおうということで、も
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う最近ちょっと昨年、心臓のバイパス手術をしたもんですから、８時間ばかりかけてやったもん

ですから、何かその後遺症がまだなかなか残ってですね、なかなか足腰がちょっと弱りまして、

ふらついておりますけど、体調はおかげで何とか元に戻りつつあります。 

 そういう中で、髙巢町長にぜひお願いをしたいのは、いわゆる菊水、特に、菊水地区のほうは

小学校の合併問題以来、とにかく何か町民が町民同士でいがみ合うような、大変な憎しみ合うよ

うな状態が生じておりました。そういう中で、何とか三加和側の方々の御尽力で今日までやって

これたわけですけど、私は、この我が和水町が少しでも住みやすく、そして、人口減に拍車がか

からないような、そういう町に自分の力を少しでも役に立てさせたらいいなと思って、自分なり

の議員活動をやっておるつもりでございます。 

 そういう中で、今回のこの話、ぜひ一つ髙巢町長には、きっと決意はちゃんとされておると思

いますけど、住民に対する説明あるいは行動、その辺について政治生命をかけて御尽力いただき

たい。お願いを申し上げまして、私の賛成討論とさせていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに討論ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３７号「財産の処分について（旧神尾小学校・土地）」は、原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３７号は原案のとおり可決されまし

た。 

 しばらく休憩します。 
 

休憩 午後４時17分 

再開 午後４時31分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

 日程第３４ 議案第３８号 財産の減額譲渡について（旧神尾小学校・建物等） 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３４、議案第３８号「財産の減額譲渡について（旧神尾小学校・

建物等）」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

                        １番 荒木君 
○１番（荒木宏太君） １番、荒木です。 

 議案第３８号「財産の処分について（旧神尾小学校・建物等）」の質疑を行います。 
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 まず初めに、体育館において５００人規模の避難所及び救急災害用ヘリポート廃止することと

なりますが、その代替施設はどうするのか。町民グラウンドでは、山林が間近であり、ヘリポー

トの機能は離着陸に対して、事故のリスクが多いと考えられます。スカイドームでは、和仁川を

渡らねばならず、降雨災害時における増水が考えられ、住民の避難にリスクが伴う現状が懸念さ

れます。いかがでしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        総務課長 上原君 
○総務課長（上原真二君） 災害時のヘリの脱着場等々の確保ということですけれども、正直申

し上げて、まだ、このことについては協議を進めておりません。考えられますのは、神尾小学校

もそれなりに、あの前の道が浸かったりもしますし、近隣でいいますと、今、荒木議員が懸念さ

れていることもあろうかと思いますけれども、スカイドームの駐車場であったり、その隣の総合

グラウンド等々を候補にですね、協議をこの後進めてまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １番 荒木君 
○１番（荒木宏太君） １番、荒木です。 

 ヘリポートは、この地震が、今、昨日もありましたけれども、今日の夜中もありましたけれど

ですね、ヘリポート、災害時におけるその意識、災害意識は非常に重要と考えます。よく先生方

がおっしゃっていることはですね、災害の対応の先生がおっしゃっていることは、明日に備える

ことと、よくお聞きします。明日もし大災害が起きたときに、しっかりと対応ができる形ができ

ていないと、私は心配です。一町民としても非常に心配ですので、どちらが優先かといわれると、

やはり住民にとっては安心、安全を先に確保しておくことがですね、重要かと、私は考えます。

そのあたりしっかり人の命、生命、財産かかっておりますので、しっかり考えていただきたいと

いうふうに思います。 

 ２番に移ります。 

 プロポーザルの要綱には、公平性、透明性確保のために事業計画を公開することがあるという

記載があります。住民合意形成を得るために、住民説明会においてプロポーザルの事業計画の概

要や売却先企業の決算書等の情報公開を求めた住民が多数いましたが、どうして一切公開しない

のか。理由をお聞きいたします。お願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの荒木議員の御質問にお答えいたします。 

 プロポーザル、その後審査委員の要綱とありまして、審査した内容については、もう一切、公

表しないということで、審査委員の中で話合いをしております。 

 あと、事業計画等につきましては、今後、この議決が終わった後、本来の事業計画等がまた出

来上がってきますので、その時点ではきちっと計画書等を出していきたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 計画書は、全部に公開するんですか。今んとはあれですよ、決算書まで

ですよ。 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 決算書等の公開等は考えておりません。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １番 荒木君 
○１番（荒木宏太君） ３回目の質疑になります。 

 情報公開、私は透明性の確保をですね、しっかりと行政のほうに確保していただきたいがため

に、私は議員になりました。ですので、私はこの辺のしっかりとした全てをですね、しっかり開

示していただかないと、やはり不信感を町民から抱くと、私は思っております。 

 ３番目になりますけれども、以前もお話があったと思いますが、誘致工場が万が一事故が起こ

したときの補償、町がですね、全面的に取り組むと、住民説明会でおっしゃっておりました。そ

の際のですね、公害をどのような想定で、どのような対策、どの程度の補償まで想定しているん

でしょうか。説明をいただきたいと思います。 

 それと、もう一つ、コロナ対策の接種でですね、スカイドームを使用する予定になっていると

いうことですけれども、その際に、クラブなごみの利用ができなくなります。その際の対応、影

響、今後の跡地活用事業でなくなる４か所の体育館について、スポーツ振興、生涯スポーツを管

轄する教育委員会社会教育課から見てどのように受け止めているか。お聞きいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） 荒木議員の１点目の災害といいますか、公害等が出た場

合の町の対応ということで、お答えしたいと思います。 

 基本的には、公害防止協定とかを、後日、多分結ぶだろうと思っております。 

 しかしながら、先ほどあったように、今の中では熊本県の基準等は、ほとんどクリアをしてお

りますので、何かあった場合は、町長が先ほど述べられましたとおり、町としては精いっぱい対

応をしていくということで、具体的な対応についてはいろいろな法的な問題、補償とかですね、

あると思いますので、それに沿ったような対応に全力を挙げてやっていくというところで、具体

的に何をやりますというようなところは、現在は決めておりません。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君）              社会教育課長 前渕君 

○社会教育課長（前渕康彦君） 荒木議員の御質疑にお答えいたします。 

 スカイドームがコロナウイルスの予防接種会場になるということで、そのときの対応というこ

とでございますけれども、まずは、そういった会場に決まりましたらですね、町民の皆様への周

知徹底を図っていくことになるかと思います。 

 その代替ということでございますけれども、同時に、その啓発、告知の中で町体育館ですとか、
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三加和公民館の講堂ですとか、そういったところ利用できる場所をですね、併せて周知したいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ９番 庄山君 
○９番（庄山忠文君） ９番、庄山です。 

 この案件に対してですね、建物、校舎、体育館、倉庫、プール、それからプールですね。企業

の計画、企業の計画書の中で公表はできないというようなことですが、どれを残して、どういう

方向で企業として使うのか。全面的にこれを全部潰して、平地になしての工場設置なのか。その

点、計画の中で企業のですよ、企業の計画の中でこういうやつがあれば、教えていただきたいと

思いますが、公表ができないというならば、それでも結構です。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 
○まちづくり推進課長（石原康司君） ただいまの庄山議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 今回のことは詳しい内容につきましては、審査等のことで公表等はしておりませんが、今回の

議案にありましたように、参考価格に対しまして、土地につきましては３，０００万円と、建物

につきましては７，０００万円という金額を入れられております。このことによりまして、建物

等につきましては、現状のやつ、現状のものを有効に活用したいという旨で、今回応募されてい

ると思っております。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ３番、齊木です。 

 本議案に対して質問いたします。 

 和水町の観光資産、天然の三加和温泉、そして国宝船山古墳、この二つは疑いようのない大き

な二つだと思います。神尾小学校が、いわゆる売却されてしまった後、天然三加和温泉に何か影

響があるかどうか。私は、影響があるというふうに思っておりますが、執行部のお考えをお伺い

させてください。 

○議長（蒲池恭一君） 町長の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 私は、影響はないと思います。同じ敷地内にあるならばともかく、川を

隔てて、向こう側が温泉施設、こちら側が学校施設を、今度、工場に転換するということですの

で、今日までもそういう形できて、何も影響はなかったと思いますし、今後もそういうことじゃ

ないかと思います。私は全くそこは心配しておりません。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        ３番 齊木君 
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○３番（齊木幸男君） ３番、齊木です。 

 天然三加和温泉、国宝船山古墳、次の世代に引き渡し、今のような豊かな状態で引き渡す。そ

のことを注意しながら開発をしていただきたいと思っております。町長の答弁をお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 町長の答弁を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 今、おっしゃったことは、当然でございます。やはり我が町の宝である、

その船山古墳、そして田中城、そして、この金栗先生の生家、そういったやつにつきましてはで

すね、当然、町としてもしっかりと後世に伝えていく。今日もそういう形で進めておりますので、

これは途中でやめるというようなことは全く考えもないし、また、そういうことはないでしょう。

当然、これは我が町の誇りである分はしっかりとですね、後世に伝えていくのが、我々の仕事で

すから、よろしいでしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） １０番、池田です。 

 私も防災の点で質疑させていただきます。 

 この案件についてはですね、一番最初に取り組んだのが、学校跡地建設検討委員会、もう７年

前に、７年前かな。設立されて検討されてきたことだろうと思います。そのとき、検討委員会が

答申をしたのは、学校を取り壊して更地にするというのが、ほとんどだったと記憶をいたしてお

ります。そのときは、もう体育館も、学校も更地になる。じゃあ防災施設として指定してあった

体育館ですね、災害避難所として町が指定している。その代替案というのは、７年前から本来で

あればですよ、しておかなければならなかったと思いますけれども、なぜまだ代替えも出ないん

ですか。７年間何もしとらんわけでしょう。災害というのは、本当はいつ起きるか分からんとで

すよ。その点はどうですか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        総務課長 上原君 
○総務課長（上原真二君） ７年前からきちんと準備をやっとけと、言い換えればそういったこ

とかもしれません。 

 最低でも、売買をしてあそこが使えなくなるまでにはですね、きちんと決定をしていきたいと

思います。 

 それと、これまで代替案と、いつでしたですかね。一般質問でございました。防災の施設ので

すね、東校区、西校区が使えない。基本的には公共施設を使っていきたいということです。福祉

センター、それと和水町の総合体育館、分散型の避難所として考えておるところです。それと自

主避難所につきましても、大体その半径５キロ圏内、真っすぐですけどね。そういったことで円

を描きますと、大体網羅できるというところです。そういった代替案もですね、そういう直径で

はありますけれども、そこを中心として網羅できる範囲をずっと潰しながら、こことこことここ

というところで、福祉センターと体育館等々を代替案として考えております。 
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 確かに、議員の御指摘のとおり、できるだけ早く取り組むべきだというところです。その意見

真摯に受け止めたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

                        １０番 池田君 
○１０番（池田龍之介君） 住民の方がですね、反対されている中に、そういった声はなかった

かも分かりませんけれどですね、いや、本当は災害が起きたらどこに避難したらいいだろうかと

いう不安も抱えておられる住民の方々がおられると思います。 

 だから、できるだけですね、早めにそういった対策というか、今、総務課長がおっしゃったよ

うにですね、福祉センター、あばかんハウスですね。それとスカイドームがある地点。 

 それと、あと一つはですね、今、指定管理として使っておられる温泉センターですね、そうい

ったところも、それと東小にしろ、西小にしろ、神尾小にしろですね、売却する業者さんってい

うか、企業のほうにですね、できれば、もし万が一災害があった場合はですね、そういった協定

を結んでいってもらいたいと思うんですよね。そうすれば、地域住民の方々もですね、少しは安

堵感があるのかなと思いますので、ぜひですね、今、どこの地域でもやはり企業とか、学校とか

ですね、協定を、災害協定を結んでおられます。だから、ぜひそこをですね、実行していただい

てですね、一日も早く地域住民の方々にその公表をされることをですね、強く要望いたしておき

ます。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        総務課長 上原君 
○総務課長（上原真二君） 売買をした後の民間の体育館、それと地区住民とのということです。

なかなか売買をした後に、そこを避難所として使用するということを、町で公表することは、そ

れぞれ消防法とか、不特定多数の人をそこに案内するという形になります。その辺の法的な部分。 

 それと、常に電気、常にトイレ、常にきちんとした形を保っていただくと。浄化槽もそうです

けれども、様々な維持管理があります。二百五、六十万円、月にかかります。そういったものが

企業のほうできちんとやっていただけるというような、そういうお話合いも必要になってまいり

ます。可能であるならですね、町じゃなくて、独自にその地域とそこの企業ですね、が何らかの

形で協力し合える、そういった形を取れればと、これは具体的にはまだないですけれども、そう

いう形でないと、町が間に入ってしまいますと、いろんな制限を受けてしまいますので、そのよ

うなことも考えながらですね、今、議員が言われた御提案も含め、ちょっと検討をしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質疑ありませんか。 

 質疑ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

                        １番 荒木君 
○１番（荒木宏太君） 議案第３８号「財産の処分について（旧神尾小学校・建物等）」の反対

の立場から討論いたします。 

 先ほども土地の際に、お伝えしましたが、一つ目に住民説明会の内容では、住民合意が得られ

ておりません。本来、コンセンサス、住民合意を得られるよう、住民へのアンケートを基に最終

報告を学校跡地活用検討委員会で決議した経緯があります。今回の手続は、これらを一切無視し

た住民不在の本議案となっております。 

 内容は、神尾小においては工場誘致という最終報告だったでしょうか。温泉と絡めたグリーン

ツーリズムといった内容だったと思います。この結論を、ここの議場内にいらっしゃいます髙巢

町長、蒲池議長、森副議長、庄山議員を含めた委員の皆様で決められたのではなかったでしょう

か。跡地利用には、地域の住民の意向を十分に反映した内容にすると、公表したのではなかった

でしょうか。 

 私の感覚で申し訳ありませんが、住民説明会においてですね、１回目、そのほとんどが、２回

目では竹下議員を中心とした僅かな方が賛成していただけに、そういうふうに感じました。学校

跡地活用検討委員会何でもう一度、開かなかったのか。町民総参加型の進め方ではないと、私は

感じております。 

 二つ目は、プロポーザルの内容についてです。 

 要綱を盾に一切の情報開示を拒否していること。透明性の確保に相反する状態であり、情報公

開請求を行っても公開しないと、上原課長、石原課長は説明会でも発言されておりました。これ

により、公平性への懐疑が住民の間に生じていることが挙げられます。なぜ情報を開示しないの

か、情報公開請求は住民の権利といいながら公開しないと公言することは、住民の権利を奪って

いることではないですか。住民の意向を無視したプロポーザルを容認することはできません。 

 三つ目に、起債の償還及び売却価格についてです。 

 第３７号議案の反対討論でも説明しましたが、旧神尾小体育館は１７年しかたっておらず、３，

７００万円が未償還の状態です。土地７，７００万円で売却すると一般財源として４，０００万

円が使用可能になりますが、工場奨励条例によっていろんな税の措置や、第５条に適用するとい

ろんなあっせん等、便宜の供与があります。その辺の金額も明確ではない。第４条の適用では、

税の不均一課税が減額、年間１３０万円となります。これは鑑定評価額、土地の鑑定評価額から

出した数字です。 

 それから、第５条によって防音壁、そして直接的な補助金・助成金、労務や雇用者への住宅あ

っせんなど、これは一般財源からの支出となり、売却価格から差し引かれることと同じです。 

 四つ目に、防災施設として避難所としての必要性です。 

 旧神尾小学校体育館は、現在も避難所として指定されています。町長は年間２００万円の維持

管理のことをおっしゃっていますが、急遽必要となった場合はどうするのか。先ほどもお話あっ
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たように、明日もし起きたら、しっかりと先の対応、対策、事前の準備は確実に必要だと感じて

います。これでは我が町が震源となった平成３１年の震度６弱の地震や熊本地震、昨年を初めと

する多くの豪雨災害など、適切な避難場所が必要ではないでしょうか。 

 五つ目に、温泉観光地としての弊害です。 

 観光地に工場を誘致した前例はあるでしょうか。工場跡地に観光施設を誘致することは多々あ

ります。温泉観光に行く目的は何でしょうか。非日常を楽しむためではないでしょうか。自然や

日本の原風景が色濃く残る我が町を楽しむために来るのではないでしょうか。黒川温泉が成功し

た理由は、非日常、自然、日本の原風景が楽しめるからではないでしょうか。工場を温泉の目の

前に持ってくる計画は、それを全て放棄するんではないかと感じています。温泉観光施設の死活

問題を近い将来に招くおそれが大きいと考えます。 

 六つ目に、雇用が増えるということについてです。 

 １回目の住民説明会では、毎年４人の募集を行っており、毎年４人の派遣社員で補っている。

離職者はいないと説明をしていました。これを受けて、２回目の説明では毎年４人の計画を立て

ていると石原課長が説明しておりました。毎年４人の募集を行っているが、募集者は、応募者は

いないので、派遣契約を。 

         （「議長、時間延長は言わんと駄目よ。」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） ここで、荒木議員、いえ分かっています。荒木議員ちょっと待ってもら

っていいですか、すみませんね。 

 本日の会議時間は、議事の都合によって会議を延長いたします。 

 会議時間を延長します。どうぞ。 

○１番（荒木宏太君） 六つ目に、雇用が増えるということについてです。 

 １回目の住民説明会では、毎年４人の募集を行っており、毎年４人の派遣社員で補っていると、

離職者はいないと説明がありました。これを受けて、２回目の説明では、毎年４人の計画を立て

ていると、石原課長が説明していました。毎年４人の募集を行っているが、応募者はいないので、

派遣契約を行っている。派遣社員は最短１か月、通常２から１２か月程度の契約が一般的なのは、

執行部の方は御存じでしょうか。派遣社員を毎年雇っているのは、あくまで募集４人分であり、

正社員として４人が雇用が行われれば、募集されないのです。 

 要するに、毎年増員しているわけではないと判断できます。定年退職や離職者がいないという

ことは、欠員が少ないということです。 

 また、説明会の際、事業が拡大したらと、事業が拡大したらという条件付の雇用拡大を説明し

ていました。本当に拡大するのでしょうか。ましてやコロナ禍です。大分回復したとはいえ、自

動車業界はまだまだ回復コロナ前の水準には程遠い、雇用環境も悪化し、求人倍率も２０１９年

の１．６から２０２０年は１．１８へ激減しています。手術も緊急性の低いものは先送りされ、

医療費も下がって、医療機関の収入も減少しています。その現状を考えると、自動車部品である

金型や手術用の医療機器の部品の製造工場で、現状新規雇用は年間４人だけ、町長のおっしゃら

れている人口減少への対策となり得るでしょうか。プロポーザルの計画が非公開で不透明な状況
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で、町長は簡単に雇用の場が増えますとおっしゃっていますが、信じるべき根拠を示さず信じろ

と言われましても、納得できません。 

 売却先企業の雇用計画、財務体質などを知る決算書などの重要な情報、住民に対しても、議会

に対しても一切公開しないのは民主主義に反する重大な問題と、私は考えます。 

 今後のまちづくりにも大きく影響いたします。工場を慌てて誘致するのではなく、和水町の目

指す将来像、全体像を計画し、各地域における計画を行い細分化して、計画を実行していくこと

が最も重要だと考えています。 

 しかし、それらをお示しにならず、無計画にいきなり工場誘致、売却ありき、住民の意向を無

視し、住民の意向を無視しています。私には多くの反対の声が集まっています。我がまちの将来

のためにも、この提案には反対です。 

 皆さん和水町の将来のために、慎重な政治判断をお願いいたします。 

 この六つの理由により、反対を表明いたします。 

 以上で、私の反対討論を終わります。 

○議長（蒲池恭一君） しばらく休憩します。 
 

休憩 午後５時04分 

再開 午後５時17分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほどの質疑の中で、総務課長より訂正の申出がありましたので、お受けしたいと思います。 

                        総務課長 上原君 
○総務課長（上原真二君） 先ほど池田議員の避難所のところの御質問がございました。 

 それに対しまして、私が各小学校が使えなくなる前にちゃんと確保していきたいということで、

決定をしていきたいということで回答したかと思います。避難場所の決定に当たりましては、和

水町防災会議条例がございます。それなりの組織、決まりがございますので、もし、使えなくな

った場合はですね、それなりに先ほど申し上げました腹案の場所を確保して、そして、防災無線

等々でその際もしっかり周知を重ねて、そういった運用をしてまいりたいというふうに思います。

その上で、防災会議開催がありますので、様々な警察等も含めてですね、そういう会議の場でし

っかりと位置づけて、決定はしてまいりたいというふうに訂正を申し上げます。 

 なお、ヘリポートにつきましても、この後、早速関係機関等々協議はしてまいりたいというふ

うに思います。大変失礼いたしました。 

○議長（蒲池恭一君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

                        ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） ２番、白木です。 

 ただいま議題に上がっております議題、議案第３８号、財産の減額譲渡につきまして、私は賛

成の立場から討論をさせていただきます。 
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 先ほどの３７号議案でも、討論でも申し上げましたが、それに付け加えてお話をさせていただ

きます。 

 それと、その前にですね、先ほど１番議員から六つの項目について反対理由がありました。 

 しかしながらですね、昨年９月議会のですね、菊水東小学校の体育館などですね、あそこは避

難場所に指定されておりましたけども、確か、私の記憶が確かならば、賛成されていたんじゃな

いかと思います。これで今回のこういう質疑をされることにおいてですね、整合性がとれている

のか、ちょっと私は疑問でありますけども、それは別としてですね、ちょっとお話をさせていた

だきます。 

 私の母校であり、１４０年の歴史を持つ旧神尾小学校は、明治７年８月に野田・平野・太田黒、

津田、岩の各村に尋常小学校として設立されたことから始まります。その後、合併等を経て、昭

和８年、神尾尋常高等小学校に統合され、昭和１６年、神尾国民学校になります。戦後の学制改

革により、昭和２２年、神尾村、神尾村立神尾小学校、昭和３０年に三加和村立、昭和４３年に

三加和町立、平成１８年の和水町発足に伴い、和水町立神尾小学校へ。そして、平成２６年、小

学校統合により閉校することとなりました。１４０年の歴史の中の６年しか、私は通っておりま

せんが、現在の校舎は、私が入学する昭和５７年以前、１年前のですね、５６年に完成し、私は

１学年のときから新しい校舎で勉強することになります。真新しいランドセルとですね、黄色い

帽子をかぶってうきうきしながら学校に通学していた頃を思い出します。思い出ばかりで浸って

いても何も始まりませんけども、昨年の話は、変わりましてですね、昨年の２回目の住民説明会

の前に、数名の地域住民の方にお話に出向いたときの話をさせていただきます。 

 その方は、親子で農業をされていまして、企業誘致について説明をさせていただきました。そ

のときにですね、その方がおっしゃいました。もう農業だけじゃ食うていかれんばい、白木さん。

あそこの企業に、企業が来るなら、うちげん息子ばやるごたっ、なんてことをおっしゃいました。

冗談なのか、本気なのか、その真意は分かりませんけども、労力に見合った収入ではないという

ことをですね、お話の中でうかがい知ることができました。 

 和水町の基幹産業は農業と、よく町長も言われます。みんな議員もそういうと思いますけども、

私は本当にそれが、本当なのかなと思うことが、よくよくありました。和水町過疎地域自立促進

計画によると、農業を主とした第一次産業は、約２割となっています。農業の収益低下による離

農者の増加が要因と書いてありました。儲けないから継がない。継ぐものがいないから農家をや

める。やめるから田畑が荒れる。田畑が荒れるから災害が起こる。負の連鎖が止まりません。企

業誘致をすることによって、負の連鎖が止まるというわけではありませんけども、ここに勤める

ことができたとして、兼業によってですね、少しは改善する見込みがあるのではないかと、素人、

私は農業はしておりませんので分かりませんけども、浅はかな考えではありますが、そういうふ

うに考える、感じるところがあります。 

 先ほどの討論の付け加えになりますが、学校跡地等検討委員会の最終報告書の、これからの跡

地利用というところの最後の文言にですね、跡地利用計画は地域住民の意向を十分に反映した内

容とするとあります。私は、地元選出の議員です。どの議員さんより地域住民のことを理解して
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いると、私は自負しています。旧神尾小学校校区地域住民の大多数は企業誘致に賛成であること

を御理解、御承知いただいて、それでも賛成できない方は反対していただきたいと思います。 

 これで、討論を終わります。 

○議長（蒲池恭一君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

 ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） なければ、原案に賛成者の発言を許します。 

                        ６番 髙木君 
○６番（髙木洋一郎君） ６番議員、髙木でございます。 

 私は、議案第３８号に賛成の立場から討論をいたします。 

 先ほど１番議員から反対の意見、考え方、六つ提示されましたけれども、ちょっと全部書き留

められませんでした。 

 ただ、おっしゃった学校跡地活用検討委員会の報告書とそごがあるのではないかという御発言

がございました。私、手元に持っておりますけれども、最終ページ、９ページにまとめ、全体の

まとめとして、これは個別の学校跡地活用についてではなく、全体の学校跡地について記述され

ているものと存じます。 

 跡地施設等は、町の重要な財産であり、この活用に当たっては、税収の増加、雇用促進及び地

場産業の育成につながる方策を念頭に協議する必要があるというふうに、最後のまとめの段階で

書いてございます。こだわり過ぎるのもどうかなと、個別の報告にこだわり過ぎるのもどうかな

と思いました。 

 それから、税の減免等についても言及されておりましたが、これが永久に続くものでは、私は

ないと。将来的には減額、減免された税は入ってくると、その分をプラスではないですけれども、

減免がなくなる時期が、当然まいります。 

 それと、もう一つ、避難所についてはですね、私も危惧する一人ではありますけれども、先ほ

ど、総務課長の答弁のとおり、６月の会議までに検討し、対応するというお言葉がございました

ので、ぜひそこは進めていただきたいと思います。 

 それから、先ほども申し上げましたが、雇用の確保、それから税収の増加、そして地域の振興

を考えたときに、必ずや将来において、町民の皆様は株式会社リングさんに進出してもらってよ

かったと思っていただけるものと、私は信じております。 

 もしも、この議案第３８号が否決されるようなことになれば、町民の皆様に対して、雇用の場

の確保と地域振興への期待を裏切る結果となってしまいます。 

 二つ目に、進出を希望されている株式会社リングさんにあっては、今後の事業展開の計画変更

を余儀なくされる。それを考えますと、町民及び株式会社リングさんを初め、多くの企業の方々

から町は信頼、町の信頼を失墜させる責任は大だと思います。町の信用をおとしめる結果となっ

てしまいます。 

 三つ目に、議会では今まで町に対して、雇用の創出、企業の誘致、努めるように幾度となく議
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論をされてまいりました。もし否決するようなことになれば、その結果は免れないと思います。

もし、これが可決されなければ、今後は神尾小学校には企業は来るなと、進めるなということに

等しいと、私は思います。どうぞ、良識ある議員の皆様方におかれましては、本議案に対して、

御賛同いただきますよう訴えまして、賛成の討論といたします。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに討論ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 議案第３８号「財産の減額譲渡について（旧神尾小学校・建物等）」は、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、議案第３８号は原案のとおり可決されまし

た。 

 

 日程第３５ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３５、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について」を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 諮問第１号は、人権擁護委員の推薦につきまして意見を求めることに御

説明を申し上げます。 

 現在、人権擁護委員の木原泰代委員の任期満了が、令和３年９月３０日までとなっております。

同様に、くまもと地方法務局長から人権擁護委員候補者の推薦について依頼があっております。 

後任候補者の推薦の提案を申し上げ、議会の皆様の御意見を求める次第でございます。 

 今回、人権擁護委員の推薦につきましては、引き続き、中央区の藤田にお住まいの木原泰代さ

んをお願いするものでございます。 

 木原さんにおかれましては、これまで人権擁護委員としての３年間を経験され、また、和水町

役場で２９年間保健師として頑張ってこられております。現在、病院に勤務しておられます。木

原さんは人格・識見共に申し分のない方ですので、人権擁護委員の後任候補者として推薦し、議

会の皆様の御意見を求めるものであります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） これで、提案理由の説明を終わります。 

 しばらく休憩します。 
 

休憩 午後５時33分 

再開 午後５時34分 
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○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 

 諮問第１号は、お手元に配りました意見書のとおり、答申したいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

         （「異議なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 異議なしと認めます。したがって、諮問第１号は、人権擁護委員の推薦

につき意見を求めることについては、お手元に配られました意見書のとおり答申することに決定

いたしました。 

 

 日程第３６ 同意第１号 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任についてから、 

 日程第３８ 同意第３号 和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３６、同意第１号「和水町固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて」から日程第３８、同意第３号「和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について」ま

でを一括議題とします。 

 同意第１号から同意第３号について提出者の説明を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 同意第１号から第３号「和水町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて」、それでは同意第１号から第３号までの「和水町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて」を一括して御提案申し上げます。 

 和水町固定資産評価委員会委員に下記の者を選任したいので、地方税法（昭和２５年法律第２

２６号）第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 まず、同意第１号につきましては、住所が和水町江田４３７６番地、盛多真生氏、昭和４７年

９月５日生まれ。令和３年３月８日提出、和水町長、髙巢泰 でございます。 

 続きまして、同意第２号につきましては、住所が和水町岩２６２６番地１、有富孝一氏、昭和

３０年６月６日生まれ。令和３年３月８日提出、和水町長、髙巢泰 でございます。 

○議長（蒲池恭一君） 町長、提案理由も言うてください。提案理由。最後でよか、まとめてよ

か。言うてある。している。そうですね、すみません。大丈夫です。 

○町長（髙巢泰 君） 最後に、同意第３号につきましては、住所が和水町大屋７０３番地、豊

後正弘氏、昭和３１年１０月１８日生まれ。令和３年３月８日提出、和水町長、髙巢泰 でござ

います。 

 提案の理由でございます。 

 固定資産評価審査委員会委員を選任するときは、地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第４

２３条第３項の規定により、議会の同意を得る必要がございます。 

 これが、この議案を提出する理由でございます。 

 ３名のお方とも、現在、和水町固定資産評価審査委員会の委員を務めていただいております。 

 盛多真生氏は、現在、江田におきまして司法書士をなされており、町内の固定資産等について、
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特に豊富な知識を有されております。 

 次に、また、有富孝一氏、豊後正弘氏は、元町職員であり行政経験があり、固定資産の事務等

についても精通をされておられます。 

 ３名のお方とも、引き続き、御継続してお願い申し上げたいということでございます。 

 以上、同意第１号から第３号まで、一括して御提案を申し上げました。 

 御審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（蒲池恭一君） これから同意第１号から同意第３号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 討論及び採決は、１議案ごとに行います。 

 これから、同意第１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第１号「和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について」は、同意することに賛成の

方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第１号は同意することに決定いたしま

した。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第２号「和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について」、同意することに賛成の方

は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第２号は同意することに決定いたしま

した。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 
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○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第３号「和水町固定資産評価審査委員会委員の選任について」、同意することに賛成の方

は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第３号は同意することに決定いたしま

した。 

 

 日程第３９ 同意第４号 和水町農業委員の任命についてから、日程第４８ 同意第１４号 

和水町農業委員会の任命について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第３９、同意第４号「和水町農業委員の任命について」から日程第

４８、同意第１４号「和水町農業員の任命について」までを一括議題とします。 

 同意第４号から同意第１４号について提出者の説明を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） まず、同意第４号から第１０号及び第１２号から第１４号まで、一括し

て御提案を申し上げます。 

 「和水町農業委員の任命について」の御提案でございます。 

 和水町農業委員会の委員に次の者を任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。 

 令和３年３月８日提出、和水町長、髙巢泰 でございます。 

 対象者でございますが、第４号、和水町瀬川２２３９番地１、猪口琢真氏、昭和５５年１１月

１１日生まれでございます。 

 提案理由でございますが、和水町農業委員の任命につきましては、「農業委員会等に関する法

律」第８条第１項の規定により、議会の同意を得る必要がございます。 

 これが、この議案を提出する理由でございます。 

 猪口氏は、菊水中央校区からの御推薦でございます。 

 第５号、和水町日平２８１番地、本山圭司氏、昭和２９年４月４日生まれでございます。 

 本山氏は、菊水南校区からの御推薦でございます。 

 第６号、和水町竃門１５５番地、髙木修治氏、昭和３５年９月６日生まれでございます。 

 髙木氏は、菊水西校区からの推薦でございます。 

 第７号、和水町焼米８８０番地１、有働憲一でございます。昭和２６年５月３日生まれでござ

います。 

 有働氏は、菊水東校区からの推薦でございます。 

 第８号、和水町上十町３７２番地、池田弘昭氏、昭和３１年５月１０日生まれでございます。 

 池田氏は、緑校区からの御推薦でございます。 

 第９号、和水町岩４５８３番地、中畑昇氏、昭和２４年３月３日生まれでございます。 

 中畑氏は、神尾校区からの御推薦でございます。 
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 第１０号、和水町中林５４３番地、金栗孝義氏、昭和２８年１２月１０日生まれでございます。 

 金栗氏は、春富校区からの御推薦でございます。 

 第１２号、和水町中和仁７７１番地５、池田勝美氏、昭和３９年７月９日生まれでございます。 

 池田氏は、農業委員会玉名地方女性の会からの御推薦でございます。 

 第１３号、和水町蜻浦１６１０番地、吉田広志氏、昭和３３年１０月９日生まれございます。 

 吉田氏は、玉名農業協同組合からの御推薦でございます。 

 最後になります。第１４号でございます。 

 和水町竃門１９０７番地、菊川俊二氏、昭和４０年３月３０日生まれでございます。 

 菊川氏は、中立的な委員ということで、商工会からの御推薦でございます。 

 以上でございます。 

 御審議の上、御同意いただきますように、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（蒲池恭一君） これから同意第４号から同意第１４号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 討論及び採決は、１議案ごとに行います。 

 これから、同意第４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第４号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第４号は同意することに決定いたしま

した。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第５号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第５号は同意することに決定いたしま

した。 
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○議長（蒲池恭一君） これから、同意第６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第６号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第６号は同意することに決定いたしま

した。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第７号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第７号は同意することに決定いたしま

した。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第８号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第８号は同意することに決定いたしま

した。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第９号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 
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         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第９号は同意することに決定いたしま

した。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第１０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第１０号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第１０号は同意することに決定いたし

ました。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第１２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第１２号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第１２号は同意することに決定いたし

ました。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第１３号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第１３号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第１３号は同意することに決定いたし

ました。 

 

○議長（蒲池恭一君） これから、同意第１４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第１４号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第１４号は同意することに決定いたし

ました。 

 

 日程第４９ 同意第１１号 和水町農業委員の任命について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第４９、同意第１１号「和水町農業委員の任命について」を議題と

いたします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、荒木君の退場を求めます。 

         （荒木議員 退場） 

○議長（蒲池恭一君） 提出者の説明を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） それでは、同意第１１号の御提案を申し上げます。 

 「和水町農業委員の任命について」の御提案でございます。 

 和水町農業委員会の委員に次の者を任命したいので、議会の御同意を求めるものでございます。

令和３年３月８日提出、和水町長、髙巢泰 でございます。 

 対象者でございます。 

 第１１号、和水町岩１１３７番地、荒木いつ子氏、昭和３２年１月２４日生まれでございます。 

 提案理由でございますが、和水町農業委員の任命につきましては、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により、議会の同意を得る必要がございます。 

 これが、この議案を提出する理由でございます。 

 農業委員会玉名地方女性の会からの御推薦でございます。 

 御審議の上、御同意いただきますよう、よろしくお願いをいたします。 

○議長（蒲池恭一君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 同意第１１号「和水町農業委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第１１号は同意することに決定いたし
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ました。 

 荒木議員の入室をお願いします。入場を。 

         （荒木議員 入場） 

 

 日程第５０ 同意第１５号 和水町教育委員会委員の任命について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５０、同意第１５号「和水町教育委員会委員の任命について」を

議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

                        町長 髙巢君 
○町長（髙巢泰 君） 同意第１５号、教育委員会委員の任期を迎えるに当たりまして、教育委

員会委員の任命について、同意第１５号として上程をさせていただきます。 

 提案の理由を申し上げます。 

 同意第１５号「教育委員会委員の任命について」でございます。 

 和水町教育委員会の委員に、下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 １、住所、和水町板楠２４７番地の３、氏名、藤井山京子、昭和３８年２月１６日生まれでご

ざいます。令和３年３月８日提出、和水町長、髙巢泰 でございます。 

 本同意第１５号提案の理由を説明申し上げます。 

 教育委員会委員を任命するときは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により、議会の同意を得る必要がございます。 

 これが、この議案を提出する理由でございます。 

 補足いたします。 

 今回、同意を求めております藤井山京子さんは、現在、教育委員ということで御活躍をいただ

いているところでございます。 

 現在の任期は、平成２９年４月２９日から本年、令和３年４月２８日まででございます。 

 藤井山さんにおかれましては、引き続き教育委員として御尽力をお願いしたいと思うところで

ございます。 

 任期は、令和３年４月２９日から令和７年４月２８日まででございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 
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 同意第１５号「和水町教育委員会委員の任命について」、同意することに賛成の方は起立願い

ます。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、同意第１５号は同意することに決定いたし

ました。 

 

 日程第５１ 町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員会報告について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５１、「町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員会報告につ

いて」を議題とします。 

 特別委員長の報告を求めます。 

                 町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員長 坂本君 
○町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員長（坂本敏彦君） 改めまして、こんにちは。 

 （こんにちは。） 

 町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員会委員長の坂本でございます。 

 本委員会は、平成３１年３月１８日に議会の発議を経て設立し、今後の町立病院・特別養護老

人ホームの方向性について検討をいたしました。 

 委員会を代表し、御報告申し上げます。 

 まず、和水町立病院の現状につきまして、御報告いたします。 

 町立病院は、昭和２３年に開院され、病棟を昭和６０年、外来棟を平成１１年に、それぞれ改

築され、病棟につきましては３６年、外来棟につきましては２２年が経過をしている状況にあり

ます。 

 診療科目は、外科、内科、小児科、整形外科、脳神経外科、リハビリテーション科、放射線科

があり、整形外科、脳神経外科、小児科につきましては院外医師による診療となっております。 

 令和２年２月現在の医療スタッフは、常勤医師４名、看護師、薬剤師、理学療法士、検査技師、

事務職員など、常勤者７５名、会計年度任用職員の医療スタッフは１８名となっております。 

 病床数は９１床を有しているものの、医療従事者等の不足により、稼働病床数は約５０床程度

での推移となり、入院患者数は年々減少傾向にあり、平成２８年度と令和元年度を比較しますと

４，５００人以上の減少であり、新規患者の開拓が課題となっております。 

 また、令和３年１月の患者の平均年齢は、入院患者で８５歳、外来患者で７３歳と、患者の高

齢化が顕著となっております。外来患者の地域別内訳は、菊水地区８４％、三加和地区８％、町

外者８％の割合となっております。 

 経営状態につきましては、過去１０年間のうち、７年は赤字を余儀なくされているが、不採算

地域の医療確保のための特別交付金、約２億２，０００万円があり、令和元年度決算では黒字と

なっております。 

 なお、令和元年度末の累計負債額４億９，７９５万円を差し引いた資本残高は１０億９８５万

円余りを有しております。 
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 次に、現状維持の課題といたしまして、医師の確保が困難であることが大きな課題であります。

また、国の医療政策の動向により、特別交付金の維持、存続が図られるか不透明であり、今後、

施設の老朽化に伴う改修や機器の更新が必要となってきます。 

 以上のことから、結論といたしまして、昭和２３年に町立病院が開院されて以来、公立病院と

して町民の命を守り、地域住民の医療を担っておりますが、開院当時の社会情勢や人口規模、近

隣の医療環境に大きな変化が生じていることや、将来の国の地域医療政策への動向、近隣の医療

機関の動向を見極め、経営状態について７回にわたり審議してまいりました。和水町立病院の役

割や町の財政状況等を考慮した上で、今後の町立病院の在り方と方向性について、町立病院特別

検討委員会は、民営化に向けて進めていくよう意見の集約に至りました。 

 次に、特別養護老人ホームきくすい荘の現状について、御報告申し上げます。 

 特別養護老人ホームきくすい荘は、昭和４７年６月、定員５０床で開設。平成元年３月にデイ

サービスセンターを併設し、平成１１年１２月にはショートステイを増床し、現在に至っており

ます。 

 管理棟、居室棟、さくら・つつじは今年６月で４９年を迎え、居室棟もみじは３１年を経過を

しております。また、熊本地震、和水町を震源地とした地震により建物に被害を受けたところも

あり、被害箇所の修復はしたものの、建物や設備等の老朽化が激しく、修繕工事費で平成２９年

度が約９００万円、平成３０年度が約８５０万円、令和元年度が約７００万円と維持管理費や修

繕・補修費は今後増加傾向にあり、空調、照明、配水管など、多くの設備も更新時期を迎えてお

ります。 

 利用者の定員は、特養１１０名、ショートステイ１０名、デイサービス３０名と、合わせて１

５０名の施設となっております。 

 職員数は、２月１日現在、特養・ショートで５７名、デイサービスが６名、合わせて６３名で

運営をされています。 

 また、昨年からは介護士不足により、人材派遣から月２名から４名の派遣介護士で対応してい

る状況でございます。 

 きくすい荘の利用率は、令和元年度が特養９９．９％、ショートステイ１日平均５．６人、デ

イサービスが１日平均１５．５人の利用となっており、特養につきましては、ほぼ定員どおりの

利用が行われている状況でありますが、平成２７年の介護保険制度改正に伴い、特養利用者が原

則介護３以上となったことなどにより、これまで９０人程度が町内の方の利用でありましたが、

待機者が減少、現在、和水町町内の方が８０名、三加和地区２５名、菊水地区５５名の利用があ

り、ほか３０名程度が近隣の市や町の方の利用となっております。 

 経営状況につきましては、平成２６年度から一般会計からの繰入れを行い、平成２９年度が約

４，８００万円、平成３０年度が約２，４００万円、令和元年度につきましては約６００万円と

なっており、介護補償の大幅な引下げに伴い繰入れが常態化している状況にあります。 

 きくすい荘の現状の課題として、町内特養利用者の減少、建物・設備の老朽化による費用負担

の増加、一般会計からの繰入れ、介護士等の人手不足などが課題となっております。 
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 以上のことから、結論といたしまして、これまで和水町を担ってきていただいた利用者の皆様

の安全と御家族の皆様の安心な環境整備を図ることが必要であり、町内の利用者の方の推移を考

慮した定員数とし、新築による建て替えが必要であると特別養護老人ホーム検討特別委員会の意

見の集約となっております。 

 以上をもちまして、町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員会委員長報告とさせていただ

きます。 

 また、これをもちまして、町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員会を解散し、今後は、

所管である厚生建設経済常任委員会での対応といたします。ありがとうございました。 

○議長（蒲池恭一君） これで町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員長報告についてを終

わります。 

 

 日程第５２ 発議第１号 和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の調査 

             の期限を変更する決議について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５２、発議第１号「和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業

検討特別委員会の調査の期限を変更する決議について」を議題とします。 

 趣旨の説明を求めます。 

           和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員長 荒木君 

○和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員長（荒木宏太君） 皆様こんにちは。 

 （こんにちは。） 

 ただいまから発議第１号「和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の調査

期限を変更する決議について」提出理由の説明を行います。 

 この議案を、別紙のとおり和水町議会会議規則第１４条第３項の規定により提出するものであ

ります。 

 次のとおり、和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の調査期限を変更す

るものとする。 

 調査期限を、令和４年３月末日とし、議会閉会中も継続して調査・検討できるものとするもの

であります。 

 変更の理由は、今後の事業の進捗について継続調査及び検討する必要があるためです。 

 以上が、和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の調査の期限を変更する

決議についての提出理由であります。 

 御審議の上、御採択賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（蒲池恭一君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 
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○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 発議第１号「和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の調査の期限を変更

する決議について」は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 日程第５３ 発議第２号 和水町議会会議規則の一部改正について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５３、発議第２号「和水町議会会議規則の一部改正について」を

議題といたします。 

 趣旨の説明を求めます。 

                        議会運営委員長 髙木君 
○議会運営委員長（髙木洋一郎君） 発議第２号「和水町議会会議規則の一部改正について」提

案理由の説明を申し上げます。 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第３項の規定により提出をいたします。 

 この提案理由でございますが、議会活動と家庭生活との両立支援策を初め、男女の議員が活動

しやすい環境整備の一環として、出産・育児・介護など、議員として活動するに当たっては、諸

要件、要因に配慮するため、育児・介護など、議会への欠席理由を整備するとともに、出産につ

いては母性保護の観点から出産にかかる産前産後の欠席期間を規定するものであります。 

 また、請願者の利便性の向上を図るため、議会の請願手続について、請願者に一律に求めてお

りました押印の義務づけを見直し、署名または記名押印に改めるものであります。 

 これが、この規則案を提出する理由であります。 

 御審議の上、御採択賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 発議第２号「和水町議会会議規則の一部改正について」は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

 

 日程第５４ 陳情等の常任委員会報告について 
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○議長（蒲池恭一君） 日程第５４「陳情等の常任委員会報告について」を議題といたします。 

 厚生建設経済常任委員長に付託した陳情等について、委員長から委員会審査報告書が提出され

ました。 

 委員長から、審査の経過と結果について報告を求めます。 

                        厚生建設経済常任委員長 坂本君 
○厚生建設経済常任委員長（坂本敏彦君） 厚生建設経済常任委員長の坂本でございます。 

 よろしくお願いします。 

 本定例会におきまして、厚生建設経済常任委員会に付託されました陳情等の審査結果につきま

して、報告いたします。 

 なお、審査につきましては、３月１１日、１２日、二日間、本町３階中会議室におきまして慎

重に審査を行っております。 

 受付番号第１４２号「堤の埋立て事業に関する陳情書」の審査結果は、現在町道と県道、高速

道路の雨水が藤田区所有の土地に流れ込んでいるため、それを河川まで完全に流す排水路を整備

しながら、環境を行政が整えるべきだと考えます。 

 ほかの利活用につきましては、町と行政区がしっかりと協議していくこととし、採択といたし

ます。 

 次に、受付番号第１５９号「町道西山２号線にかかる天神橋改築に関する陳情書」につきまし

ては、不採択です。 

 理由につきましては、令和元年度に定期点検を実施、その後、令和２年７月豪雨により被災を

受けたため、令和２年１１月に再び点検を実施をいたしました。被災状況につきましては、豪雨

により河川が溢水し、桁上面と表層の境目に水が浸入し、鏡面舗装を流出させたと考えられます。 

 異常時点検を実施した結果、舗装の流出以外、特に豪雨による被害は受けていなく、上流川側

面も流木等の衝突による欠損の発生は見受けられませんでした。 

 また、仮設年次が、昭和２８年と仮設後６７年を経過しているため、主桁や床板に浮きや鉄筋

露出、ひび割れ等の発生が一部見られますが、架け替えが必要な損傷ではなく、計画的な補修に

基づき、適切な時期に補修を行えば問題ないと考えられております。 

 舗装板につきましても、修繕済みのため、天神橋の供用に支障がないと考えられると、中和仁

天神橋の評価結果が出されております。 

 今後は、５年ごと実施される橋梁点検を実施しながら、安心・安全に払拭していただくように

お願いいたします。 

 以上で、本委員会に付託されました陳情等の審査結果につきまして報告を終わります。 

○議長（蒲池恭一君） 委員長の報告を終わり、これから委員長報告に対する質疑を行います。 

 

○議長（蒲池恭一君） 受付番号第１４２号「堤の埋立て事業に関する陳情書」を議題といたし

ます。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は、採択です。 

 受付番号第１４２号「堤の埋立て事業に関する陳情書」は、委員長報告のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、受付番号第１４２号は委員長報告のとおり

採択することに決定いたしました。 

 

○議長（蒲池恭一君） 受付番号第１５９号「町道西山２号線にかかる天神橋改築に関する陳情

書」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は、不採択です。 

 受付番号第１５９号「町道西山２号線にかかる天神橋改築に関する陳情書」は、委員長報告の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（蒲池恭一君） 起立多数です。したがって、受付番号第１５９号は委員長報告のとおり

不採択とすることに決定いたしました。 

 

 日程第５５ 閉会中の継続審査について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５５「閉会中の継続審査について」を議題といたします。 

 各委員長から委員会において審査中の事件について、会議規則第７５条の規定によってお手元

に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長から申出のとおり閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 
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○議長（蒲池恭一君） 異議なしと認めます。したがって委員長から申出のとおり閉会中の継続

審査とすることに決定いたしました。 

 

 日程第５６ 閉会中の継続調査について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５６、「閉会中の継続調査について」を議題といたします。 

 各委員長から委員会において調査中の事件について、会議規則第７５条の規定によってお手元

に配りました申出書一覧表のとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 異議なしと認めます。したがって委員長から申出のとおり閉会中の継続

調査とすることに決定いたしました。 

 

 日程第５７ 議員派遣について 

○議長（蒲池恭一君） 日程第５７、「議員派遣について」を議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣については、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思いますが、御異議

ありませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（蒲池恭一君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣については、お手元に配り

ましたとおり、派遣することに決定いたしました。 

 

○議長（蒲池恭一君） これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 閉会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 本年１月、昨年に続き２度目の緊急事態宣言が１１都府県に出されました。本県は、国の緊急

事態宣言対象区域とはならなかったものの、感染拡大を防ぎ、医療崩壊を防ぐため、県独自の緊

急事態宣言を出されました。 

 県内全域の飲食店は、午後８時までの営業となり、不要不急の外出自粛やイベント等の開催制

限、テレワーク・時差出勤の推進など、厳しい要請と日常の犠牲を余儀なくされました。その後、

本県においては緊急事態宣言は解除されたものの、新型コロナウイルス感染症がなくなったわけ

ではありません。引き続き、しっかりと感染防止対策を取り組んでいかなければなりません。 

 緊急事態宣言により、社会経済活動の低下、失業者の増加など大変大きな損失も出ましたが、

今は、新型コロナウイルスの感染症を防ぎながら、ワクチンの効果を期待し、一日も早くコロナ

禍が終息することを願うばかりであります。それに向け皆様で行動するときがあると思います。 

 また、このような状況下であることこそ、将来の我がまちの姿を見据え、社会情勢の変化にし

っかりと対応しながら、思い描いたことを着実に実現していかなければならないと考えます。 
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 執行部におかれましては、令和３年度予算の執行に当たり、住民福祉の向上を念頭に、迅速か

つ効率的に行われますようお願い申し上げます。 

 結びに、各位には、引き続き、町発展のため御尽力賜りますとともに、御自愛くださいますよ

う御記念申し上げまして、閉会の挨拶といたします。 

 これをもちまして、令和３年第１回和水町議会定例会を閉会いたします。 

 御起立願います。お疲れさまでした。 

 

閉会 午後６時25分 
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